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人口と世帯数
（平成24年8月１日現在）

平成24年８月17日発行No.359

人　口
男
女
世帯数

7,857人（ +83）
3,931人（ +25）
3,926人（ +58）  
2,943世帯（ +19）
（　）内は前月比

長柄
小学校児童が

長柄
小学校児童が

主な内容

　８月２日、長柄小学校４～６年45名が長柄中学校下の河川でフナ・
ドジョウの稚魚の放流を行いました。
　これは、児童が生き物と川に触れ合うことで地域の川をきれいに
保ち、自然環境に対する意識を持ってもらいたいという願いを込めて
行われました。

 ・平成２４年７月９日に住民基本台帳法が改正され、
外国人住民が住民基本台帳に移行し、８月分から、
日本人と外国人住民の合計を掲載しています。

長柄町マスコットキャラクターデザイン募集 2P
小学校合同下校時避難訓練について 5P
国民年金後納制度が始まります 6P
ながら町議会だより 12～16P



　町民が、そして長柄町が元気になることを目的として、新たなイベントを企画運営
する「元気になるイベント実行委員会」を本年４月に設置し「ながら元気まつり２
012」を開催することとなりました。イベント内容については、ダム周辺ウォーキン
グ大会、グルメコーナー、農林産物の即売、１万個の餅投げ、各種無償配布、防災訓練、キャラクター
ショーなどを計画しております。また、当日のボランティアスタッフを募集します。詳細については、広
報ながら９月号でお知らせいたします。ご家族・ご友人お誘いの上ご来場ください。

日　　時　　11月23日（金）９：00～15：30
場　　所　　ロングウッドステーション　長柄町山之郷67-1　他（長柄ダム湖畔）

問い合わせ先　長柄町元気になるイベント実行委員会事務局　☎35－2111

長柄町マスコットキャラクターデザイン募集長柄町マスコットキャラクターデザイン募集

＜応募概要＞

　町では、世代を問わず長く町民の皆様に愛される長柄町のマスコットキャラクターを募集します。
　採用されたマスコットキャラクターは、町ホームページ、広報紙や各種行事のポスター、着ぐるみ等様々なシー
ンで元気で活力あるまちづくりのため活躍する予定です。
　皆様からのたくさんのご応募お待ちしております。

○応募資格
　どなたでもご応募いただけます。
○応募規定
　●　●応募用紙（町 HP からダウンロード又は役場総務課総務企画班でお渡しします。）１枚について作品１点。　
　　お一人何点でも応募できます。
　●　●応募者本人が創作した未発表の作品で、既存、類似、模倣でないものに限ります。
○応募方法
　●　●応募用紙に作品をご記入の上、総務課総務企画班に電子メール、郵送、持参のいずれかにより提出ください。
　●　●電子メールの場合は、作品の簡単な説明、住所、氏名（フリガナ）、電話番号、メール本文に記入の上、作品
　　（JPEG形式又はPDF形式、容量２MB以内）を添付してください。
　●　●ＦＡＸでの応募は受け付けいたしません。
○応募先
　長柄町役場　総務課総務企画班「マスコットキャラクター募集」係
　〒297-0298　千葉県長生郡長柄町桜谷712　
　電話：0475-35-2111　FAX：0475-35-4732　e-mail：kikaku@town.nagara.chiba.jp
○締め切り
　平成24年９月28日（金）　（郵送で応募の場合、当日の消印有効とします。）
○選定
　●　●採用にあたっては、長柄町の特色を幅広く十分考慮したデザインであるかを選定基準とし、「長柄町マスコッ
　　トキャラクター選定委員会」により、厳正、公平に審査いたします。
○採用作品（賞品）
　最優秀作品（１点）には賞金10万円、優秀作品（２点）には賞金１万円を贈呈
○発表
　町広報、ホームページ等において掲載いたします。
○その他
※応募いただいた作品は返却いたしません。
※最優秀作品の著作権、使用権は長柄町に帰属するものとします。
※賞、副賞の受取りについて、入賞者が15歳以下の場合は　、保護者の同意が必要となります。

問い合わせ先　総務課　総務企画班　☎35－2111

人権擁護委員に岩﨑英代さんが委嘱される

町民が、そして長柄町が元気になることを目的として、新たなイベントを企画運営
する「元気になるイベント実行委員会」を本年４月に設置し「ながら元気まつり２

問い合わせ先　総務課　総務企画班 ☎35－2111

「ながら元気まつり 2012」の開催について「ながら元気まつり 2012」の開催について

農林産物の放射性物質検査の結果について
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　法務大臣から７月１日付けで、岩﨑英代さん（新任）が委嘱されました。
　また、退任された木村君子さんには、人権の擁護と人権思想の普及高揚に尽くされたことにより、法務大臣か
ら感謝状が贈呈されました。
　人権擁護委員は、みなさんが日常生活において幸せな生活を守るため、人間としての権利や自由を擁護し、必
要なときは関係機関へ連絡して、解決の促進を図ります。
　人権問題でお困りの方は、お気軽にご相談ください。

10月１日現在で就業構造基本調査を実施します

長柄町マスコットキャラクターデザイン募集

　●

　●

　●
　●

　●

　●

問い合わせ先　住民課　健康福祉班　☎35－2414

問い合わせ先　総務課　総務企画班　☎35－2111

法務大臣から７月１日付けで、岩﨑英代さん（新任）が委嘱されました。
　また、退任された木村君子さんには、人権の擁護と人権思想の普及高揚に尽くされたことにより、法務大臣か
ら感謝状が贈呈されました

人権擁護委員に岩﨑英代さんが委嘱される人権擁護委員に岩﨑英代さんが委嘱される

　この調査は、国民のふだんの就業・不就業の状態を詳細に把握するこ
とにより、雇用政策を始め経済政策などに必要な基礎資料を得ることを
目的に実施します。
　調査する地域は、全国から統計理論に基づき無作為に選ばれます。調
査対象地域には、９月から世帯の確認のため調査員が訪問します。長柄
町の調査対象地域は山根、飯尾地区です。調査対象地域の中から調査を
お願いする世帯を選び、９月下旬から改めて調査票をお配りします。調
査票への記入のお願いに伺った際には、調査の趣旨をご理解いただき、
ご記入をお願いします。
　就業構造基本調査の詳しい説明は、総務省統計局ホームページでご覧
いただけます。　
http://www.stat.go.jp/data/shugyou/2012/index.htm

「ながら元気まつり 2012」の開催について

　東京電力（株）福島第一原子力発電所の事故に伴い、安全確認を行うため放射性物質検査を実施しました。
　その結果は、次のとおりです。

【参考】 基準値（一般食品）放射性セシウム：100ベクレル/kg

基準値（飲料水※緑茶の飲用茶を含む）放射能セシウム：10ベクレル/kg

注１：放射性セシウムの合計は、セシウム134とセシウム137を合算して有効数字２桁に四捨五入したもの
注２：「検出せず」とは、検出限界値未満であることを示す。括弧内の数字は検出限界値

問い合わせ先　事業課　産業振興班　☎35－4447

農林産物の放射性物質検査の結果について農林産物の放射性物質検査の結果について
単位：ベクレル/kg

NO 採取地 採取日 品　　　目 放射性セシウム
134

放射性セシウム
137

放射性セシウム
134・137の合計

1 徳　増 7月18日（水） ぶどう 検出せず
（2.1未満）

検出せず
（2.3未満） 検出せず

2 皿　木 7月18日（水） お茶（二番茶） 2.55 3.5

2.5

2.9

1.51

1.44

0.916

0.940

1.46

注2 注2

3 追　分 7月18日（水） お茶（二番茶）

4 山之郷 7月18日（水） お茶（二番茶）
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●「非常持ち出し袋」を備えているか
　　最低3日分の食料・水・生活必需品を準備しましょ
う。（飲料水は1人1日３㍑が目安）
●家の周囲は安全か
　　ブロック塀や石塀が倒壊しないよう点検と補強をし
ましょう。プロパンガスのボンベもしっかり固定を。
●避難場所・危険個所を知っているか
　　地域の避難場所や危険個所を確認し、家族がはぐ
れたときのために、集合場所を決めておきましょう。
●防災の話し合いをし
ているか
　　家族で防災会議を開き、
日ごろの備えと、災害時の
役割分担を決めておきま
しょう。

　9月1日「防災の日」。この日は、今から89年前の
1923（大正12）年に発生した関東大震災を教訓に、防
災を見直すために定められました。
　いざというとき、大切な生命や財産を守るためには、
日頃の危機管理が大切です。皆さん一人ひとりが、もう
一度身の回りで起こる災害について考え、「自らの身の
安全は自らが守る」という防災意識のもと、災害時に適
切な行動がとれるよう、防災力を高めておきましょう。

●最新の気象情報を入手して、早めの対策を！
　　突然やってくる地震と違って、台風や豪雨は気象情
報などで襲来時期や規模が予測できます。
　　台風などが接近する前に、雨どい・側溝の詰まりや
飛散物の確認、住宅の補修をしておきましょう。台風
などが近づいたら最新の気象情報に注意して、避難準
備などの対策を立てましょう。

●みんなで協力して応急救護・初期消火を！
　　隣近所で声を掛け合い、お互いの安
否を確認しましょう。けが人がいると
きは、協力して応急救護・応急手当をし
ましょう。
　　火災が発生したら「火事だ」と大声で
さけび、周りの人に助けを求めましょ
う。119番通報し、消火器やバケツリ
レーなどで初期消火に努めましょう。火が天井まで燃
え移ったら初期消火は不可能です。燃えている部屋の
窓・ドアをすばやく閉め、早く逃げましょう。
●災害時要援護者への手助け・心配りを！
　　お年寄りや身体の不自由な方、妊婦の方や子どもた
ちは、避難の際に手助けが必要です。自らの身の安全
を確保するととも
に、近所の手助けを
必要とする方への援
助が、災害時には大
いに求められます。

●とにかく自分の身を守ろう！
　　丈夫な机の下へ身を隠し、その脚
部を押さえましょう。さらに、ドアを
開けるなど脱出路を確保して、懐中
電灯などの明かりを確保しましょう。
　　屋外にいるときは、落下物に注意しながら、安全な
場所へ避難しましょう。ブロック塀には近づかない！

●土砂災害警報とは
　　土砂災害警戒警報は、大雨による土砂災害を防ぐた
めに、
　１　住民の皆さんの避難準備や自主避難の判断
　２　市町村の避難勧告や避難指示等の発令を支援す
　　る情報です。
　　降雨の状況や今後の予測などから、千葉県と銚子地
方気象台が連携して発表します。発表は市町村ごとに
行われます。土砂災害警戒情報が発表されたときは非
常に危険な状態です。
●インターネット及び携帯電話による千葉県
土砂災害警戒情報システムのご活用を！
　　千葉県では、土砂災害警戒情報を捕捉する詳細情報
をインターネット及び携帯端末で提供しています。
　　大雨時にはこれらの情報を収集して、土砂災害が発
生する前に早期避難を心がけてください。
　　以下のＵＲＬで閲覧できます。
　インターネット
　http://dosyabo.bousai.pref.chiba.lg.jp/
　携帯端末
　http://dosyabo.bousai.pref.chiba.lg.jp/mobile/

９月１日は防災の日９月１日は防災の日
８月30日～９月５日は防災週間

地震が起こったら

大雨による土砂災害を防ぐために

台風が接近したら

助け合いの行動を

まずは、
わが家の備えと点検を！
まずは、
わが家の備えと点検を！

千葉県東方沖地震（昭和62年）による災害千葉県東方沖地震（昭和62年）による災害
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問い合わせ先　総務課　総務企画班　☎35－2111



　７月１日、刑部区の自主防災会（月川、辺田、三沢、篠網、稲塚、吹谷）が合同防災対策講習会を西消防署職
員の協力のもと、梅乃木荘で開催しました。
　講習会では、防災講話を始め、AEDを使っ
た救命実技、消火器の正しい使い方などの
講習を受け防災意識の向上を図りました。
　現在、町内で15の自主防災組織が設置さ
れております。皆さんの地域でも一度自分
の防災について考えてみてください。また、
未設置の自治会では、設置について検討し
てみてはいかがでしょうか。

　９月13日（木）に長柄小学校・日吉小学校合同で下校時避難訓練を実施します。
　下校途中の児童が、『今、地震の避難訓練をしています。しばらく避難させてください。よろしくお願いします。』
と言って避難を求めるようなことがあった場合は、２～３分程、児童を待機させてください。その際、近くに電
柱が立っていたり、物が倒れてくる等の危険が予測される場合は、できましたら、そこから移動し、安全を確保
していただくようお願いします。
　なお、全戸を避難場所の対象とさせていただき、児童の下校途中、防災無線により避難訓練の放送が流れた時
点で、最も近い家に避難をお願いすることになりますので、ご承知おきください。

　茂原法人会長柄支部、町防犯組合は児童生徒の安全や、少年の非行防
止などを目的に毎月青色回転灯による防犯パトロールを実施していま
す。最近、空き巣など侵入窃盗の被害が増加していますので住民一人ひ
とりが防犯意識を持つよう心掛け、犯罪のない町をつくりましょう。

【茂原法人会長柄支部】
　７月20日、町内各小学校終業式の集団下校
に合わせて防犯パトロールを実施しました。
【町防犯組合】
　８月４日、夏季特別巡視活動として、午後
８時から防犯パトロールを実施しました。

刑部区の自主防災会が合同防災対策講習会を開催

　町では、地震や武力攻撃などの災害時に、国からの緊急情報を、確実に皆様へお伝えするため、町内で緊急情
報伝達の試験を行います。
　当日実施する試験は次のとおりです。

日　　　　時　９月12日（水）10時頃と10時30分頃
情報伝達手段　防災行政無線（屋外スピーカー、戸別受信機）の放送
放 送 内 容　「これは、試験放送です。（３回繰り返し）こちらは、防災ながらです。（防災行政無線チャイム）」

防災行政無線・J-ALERTを活用した全国一斉の緊急情報伝達試験を行います

日　時　９月13日（木）15：15頃長柄小学校・日吉小学校
合同下校時避難訓練について

防犯組合茂原法人会長柄支部

防犯パトロールを
実施中
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問い合わせ先　総務課　総務企画班　☎35－2111

問い合わせ先　教育課　学校教育班　☎35－2437



「かむ子・のびる子・元気な子」
　料理コンクール
「かむ子・のびる子・元気な子」
　料理コンクール

「かむ子・のびる子・元気な子」
　料理コンクール
「かむ子・のびる子・元気な子」
　料理コンクール

・
・

・

　認知症は、85歳以上では４人に１人はその症状があると言われ、誰にでもなる可能性がある病気です。認知症
サポーターは、住み慣れた地域でみんなが安心して暮らせるよう、認知症について学び、認知症の方やその家族を
暖かく見守る応援者です。認知症サポーターを地域に増やし、認知症になっても安心して暮らせる町づくりをめざ
しています。参加を希望される方は下記までお申込みください。

　日　　時　10月12日（金）　 　　 受付時間　 ９：45から10：00まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　 講　　座　10：00から11：00まで
　会　　場　長柄町保健センター
　定　　員　15名
　申込期限　９月11日（火）まで　※申込が定員を超えた場合、先着順とさせていただきます。

申し込み・問い合わせ先　住民課 保険住民班 地域包括支援センター　☎30－6000

歳以上では４人に１人はその症状があると言われ 誰にでもなる可能性がある病気
認知症サポーター養成講座のご案内

平成 24年 10月から

国民年金後納制度 
が始まります。

【後納制度とは？】
　保険料を納めることができる期間が過去２年から
10年に延長される制度です。
　ただし、期間は平成24年10月から平成27年９
月までの３年間に限ります。
【対象者】
①20歳以上60歳未満の過去10年以内に納め忘れ
や未加入期間がある方

②60歳以上65歳未満の①の期間のほか任意加入中
に納め忘れの期間がある方

③65歳以上の年金受給資格がなく任意加入中の方
など。

※老齢基礎年金を受給している方はお申込みできま
せん。

問い合わせ先　日本年金機構国民年金保険料専用ダイアル　☎0570－011－050
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ら納めることとなります。
●後納制度の期間は３年に限られています。３年以
内にお申し込みから納付まで行います。
　お早めのお申込みをお願いいたします。
●一部免除の未納期間も後納の対象となります。
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予及び学生納付特例の承認を受けた期間は後納で
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があります。期限に余裕をもってお申込みください。
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平成２４年度
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◎必要なもの　  郵送された関係書類、指示があったものを提出ください。

　外食の機会の増加や加工食品への依存の増加など食生活が多様化する中で、幼児期からの規則正しい食
生活と丈夫な歯でゆっくりかむことへの習慣づくりをすすめるため「かむ子・のびる子・元気な子」～健
康かみかみ弁当～の作品を募集いたします。

・応募資格　　県内に在住・在勤・在学をしている方
・応募方法　　所定の応募票に献立（２人分）を記入し、９月11日（火）までに、自分で作ったお弁当の
　　　　　　　写真と結果通知用の返信用封筒（宛名を記入）し、下記あてに郵送願います。（当日消印有効）
・応  募  先　  （一般社団法人）千葉県歯科衛生士会
　　　　　　　〒261－0002　　千葉県千葉市美浜区新港32－17
　　　　　　　　　　　　　　　　 千葉県口腔保健センター内
　　　　　　 （問い合わせはＦＡＸで　043－241－9903）

※応募票は、千葉県歯科衛生士会事務局にＦＡＸで申し込むか、下記ホームページでダウンロードしてく
　ださい。（http://www.chiba-dha.net）

！ 児童扶養手当現況届・特別児童扶養
手当所得状況届の提出をお忘れなく

問い合わせ先　住民課　健康福祉班　☎35－2414

●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

平成 24年度

募集中！
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◆育児相談　月～金曜日　（祝日を除く　９：００～１５：００）
　(随時受付けます。）
◆一時保育　月～金曜日　（祝日を除く　９：００～１７：００）　
　（原則として予約は、利用日の２週間前までとなります。緊急の場合は、ご相談ください。）

※遊びの広場の時間帯が変更になる場合がありますので、支援センターだよりと併せて、ご確認ください。　

「支援センターだより」を発行しています。役場・公民館に置いてありますので、ご覧ください。

　ながらこども園の園児が元気いっぱい競技や遊戯で頑張ります。
　また、体験入園のお友達の競技もありプレゼントを用意してお待ちをしていますので、ぜひお越しください。
　なお、雨天の場合は、翌日へ順延となります。

　この夏、砂場にテントを張ったり、西日のあたる窓辺には、ゴーヤのグリーンカーテンを栽培して涼んだりしました。ま
た、親子で水遊びを楽しむ姿もみられました。。

30

　９月のヘルスアップ教室は運動講座を日本エアロ
ビクスセンターで実施します。（ヘルスアップ教室の
詳細は、広報ながら７月号をご覧ください。）
　教室の内容は、ストレッチ・簡単な体力測定・姿
勢のチェック・ウォーキングなどです。ご自宅でも
できるよう、具体的にお話をしますので、ぜひご参
加ください。
○対象者　長柄町在住の４０～７４歳の方

（医師から運動を禁止されていない方）
○日　時　９月４日（火）　１０：００～１１：３０

（受付は９：３０～）
○場　所　日本エアロビクスセンター

※参加希望で交通手段のない方は事前にご相談ください。
○費　用　１，０００円（１回）
○定　員　３０名
○申し込み方法　電話でご連絡ください。（定員になり次第締め切ります。）

※ヘルスアップ教室に参加していただいた方は、日本エアロビクスセンターの施設を１日ご利用
　いただけます。

昨年の教室風景

月月99

随時受け付けています随時受け付けています

９月２９日（土）体験入園（親子運動会）を行います！９月２９日（土）体験入園（親子運動会）を行います！

夏の支援センターの様子夏の支援センターの様子

◆◆支援センターは、妊婦さん・子育て中の皆さんの応援団！ぜひ遊びに来てください◆◆

リトミック教室
10:00～11:00

防災訓練

敬老の日
秋分
の日

体験入園
（親子運
動会）

リトミック教室
10:00～11:00

おはなし広場
10:00～11:00

あ そ び の 広 場 　 9 : 0 0 ～ 1 6 : 0 0

あ そ び の 広 場 　 9 : 0 0 ～ 1 6 : 0 0

あ そ び の 広 場 　 9 : 0 0 ～ 1 6 : 0 0

あ そ び の 広 場 　 9 : 0 0 ～ 1 6 : 0 0

身体計測
9:00 ～ 16:00

水遊びの様子水遊びの様子

体験入園（七夕の集い）体験入園（七夕の集い） 体験入園（縁日ごっこ）体験入園（縁日ごっこ）

事業名 月　日 時　間 対象者 場所

ヘルスアップ
教室運動講座

９月４日（火） １０: ００～１１: ３０ ４０～７４歳までの町民の方

ビ
ロ
ア
エ
本
日

BCG予防接種 ９月６日（木）
１３: ００～１３: １５

対象者には個別通知します。

乳児相談 ９月２８日（金）

生後４か月児
 
1０: ００～1０: １５

平成２４年５月生まれの乳児
(生後４か月児 )
平成２４年２月生まれの乳児
(生後７か月児 )
平成２３年９月生まれの乳児
(生後１２か月児 )
※その他希望者
（生後１３か月以内の乳幼児）

生後７か月児、１２か月児
 
1０: ３０～1０: ４５
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９月の保健・栄養事業のお知らせ ９月の保健・栄養事業のお知らせ 
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＜長柄町都市農村交流センター＞ 山之郷７０－１５　参加申し込み＆問い合わせ先　☎35－0055
○町営プール営業期間延長のお知らせ！
　今シーズンの町営プールは、９月２日（日）まで営業します
　暑い日が続きます、夏休み最後まで夏を満喫してください！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
○親子でログハウスキャンプ！「秋の虫編！」
　日　　時　　９月８・９日（土・日）：１泊２日　８日14：00集合＆翌日11：00頃解散
　内　　容　　ロフトのあるログハウスに泊まり、キャンプを楽しみましょう。
　　　　　　　当日は昆虫教室、ワイワイバーベキュー
　　　　　　　夜の探索（雨天の場合は、手作りキャンドルファイヤー）
　　　　　　　２日目はネイチャークラフトで記念品作り
　対　　象　　小学生を含む親子６組程度を募集
　参 加 費　　大人（中学生以上）5,500円、小学生4,500円、幼児はお問い合わせください。
　持ち物等　　お好みの飲み物、おやつ、軍手、敷物、筆記具、懐中電灯、リュックサック、帽子、
　　　　　　　虫よけスプレー、宿泊に必要なもの、雨具、歩きやすい服装でご参加ください。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
○自然に親しむ会「初秋の野山はホッとするね！」
　日　　時　　９月26日（水）９：30集合、正午まで
　内　　容　　交流センター周辺を散策し、植物観察などをしながら
　　　　　　　初秋の自然を楽しみましょう。
　対　　象　　大人15名程度
　参 加 費　　１人500円
　持ち物等　　飲み物、敷物、筆記用具、帽子、運動に適した服装
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
○親子でログハウスキャンプ！「お月見編！」
　日　　時　　９月29・30日（土・日）：１泊２日　29日14：00集合＆翌日11：00頃解散
　内　　容　　ロフトのあるログハウスに泊まり、キャンプを楽しみましょう。
　　　　　　　当日は昆虫教室、ワイワイバーベキュー
　　　　　　　秋のお月見（雨天の場合は、手作りキャンドルファイヤー）
　　　　　　　２日目はネイチャークラフトで記念品作り
　対　　象　　小学生を含む親子６組程度を募集
　参 加 費　　大人（中学生以上）5,500円、小学生4,500円、幼児はお問い合わせください。
　持ち物等　　お好みの飲み物、おやつ、軍手、敷物、筆記具、懐中電灯、リュックサック、帽子、
　　　　　　　虫よけスプレー、宿泊に必要なもの、雨具、歩きやすい服装でご参加ください。

問い合わせ先　長柄町観光協会事務局　事業課　産業振興班 ☎35－4447
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＜道の駅ながら「新米まつり」を開催します！＞ 六地蔵１３８－１　問い合わせ先　☎35－4741
日　時　　９月２日（日）９：30～14：30まで（雨天でも実施）
内　容　　収穫したての新米「ながら小町（長柄町産コシヒカリ）の産直販売と、
　　　　　新米「ながら小町」の、おにぎり＆季節の味噌汁を無償配布します。
　　　　　ぜひ、家族揃ってお越しください。
　　　　　＊当日は混雑が予測されます。駐車台数に限りがありますので、
　　　　　　出来るだけ乗り合わせで、ご来場ください。

＜長柄ダム直売所（ファーマーズマーケット）「新米まつり」を開催します！＞ 山之郷３３７－１　問い合わせ先　☎35－0066
日　時　　９月９日（日）９：30～14：30まで（雨天でも実施）
内　容　　収穫したての新米「ながら小町（長柄町産コシヒカリ）の産直販売と、
　　　　　新米「ながら小町」の、おにぎり＆季節の味噌汁を無償配布します。
　　　　　当日は、「長南紅古蓮」による華やかな「よさこい踊り」があります。
　　　　　ぜひ、家族揃ってお越しください。

　『荒廃した森林を再生させたい』を目的に旧三島野
保育所を改築して、2010年に活動を始めました。
　森の中に忘れられた間伐材や小枝、竹、木の実など
を加工した工芸品や陶芸品、手芸品などが綺麗に展示
されています。買い物の後は、淹れたてのコーヒーを
飲みながら、のどかな時間をお過ごしください。
　その他にも工芸体験や農業体験、森の散歩など環境
イベントを企画しています。
　是非一度、足を運んでみてください。

　竹を粉砕し、土壌改良材や消臭剤として利用出来る『竹粉』を町内の皆様に無償
で配布します。 
　そこで、皆様の山で伐採した竹（下記の条件を満たしたもの）をお持ち頂いた場
合には優先的に配布しますので、是非ご活用ください。

　ご持参頂く竹の条件
　１．竹の種類　孟宗竹・真竹
　２．竹の太さ　直径５～10cm
　３．竹の長さ　１.８ｍ～２.０m
　４．生育状態　２～４年
　※　今年産の竹は使用できません。

今、話題の『竹粉』を差し上げます！！今、話題の『竹粉』を差し上げます！！

　目安として軽トラ１台分（約50本）で
竹粉50kgになります。
　竹粉のみを希望される方は、数量が確保
されるまでお待ちください。
申込みは、随時受け付けております。

NPO法人  みんなの森の村NPO法人  みんなの森の村NPO法人  みんなの森の村NPO法人  みんなの森の村
○自然素材を活かした手作り作品の販売・環境イベントの運営

問い合わせ先　長柄町観光協会事務局　事業課　産業振興班 ☎35－4447

問い合わせ先　六地蔵３４４－２　ＮＰＯ法人　みんなの森の村 ☎35－５０８６

問い合わせ先　ＮＰＯ法人　みんなの森の村 （旧三島野保育所） 六地蔵３４４－２
☎35－５０８６　ＦＡＸ４７－３３４９



町議会
だより

編 集 長柄町議会報編集委員会

第２回定例会
　定例会で決まったこと..........................................................................12 ～ 13 ページ
　一般質問（５名）................................................................................14 ～ 16 ページ

主な内容

第 ２ 回　定 例 会
　平成24年第２回議会定例会は、６月14日から15日までの２日間を会期として開催されました。
　提出された議案等は承認１件、議案４件、同意１件、請願２件ですべて原案のとおり承認、可決、採択さ
れました。
　続いて、議員発議案２件（「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」、「国における平成25
（2013）年度教育予算拡充に関する意見書」）を上程し、賛成多数で採択することに決定しました。

平成23年度長柄町一般会計繰越明許費繰越計算書について
　子どものための手当システム改修事業に伴う費用、136万５千円を繰越するものです。

報　告報　告

長柄町税条例の一部を改正する条例
　東日本大震災関連として、被災した居住用財産に係る買換え特例や譲渡所得の特別控除の適用を延長等改正す
るものです。

専決処分の承認専決処分の承認

長柄町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
　現行の４方式から、資産割を廃止した世帯別平等割・被保険者均等割・所得割の３方式へ改め、税率等を改正
するものです。

長柄町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について
　外国人住民に対しても日本人同様に住民票が作成できるようになるため、外国人住民の印鑑登録に係る規定を
改正するものです。

条例の制定及び一部改正条例の制定及び一部改正

12
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人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
　人権擁護委員の尾髙正男氏（榎本）が本年９月30日をもって任期満了となるため、引き続き推薦するものです。

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
　人権擁護委員の青木博一氏（高山）が本年９月30日をもって任期満了となるため、引き続き推薦をするものです。

固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて
　固定資産評価審査委員会委員の柴﨑元俊氏（桜谷）が本年６月22日で任期満了となるため、引き続き委員に選
任するものです。

人事案件人事案件

請願の審査結果
件　　名 請　願　者 結　　果

「義務教育費国庫負担制度の堅持に関
する意見書」採択に関する請願

子どもたちの豊かな育ちと学びを支援する教育
関係団体千葉県連絡会
会長　小比類巻　勲

採 　 択 賛成多数

「国における平成25（2013）年度教
育予算拡充に関する意見書」採択に関
する請願

〃 採 　 択 賛成多数

議員発議（意見書）の審査結果
件　　名 提出者・賛成者 結　果

義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書

提出者　長柄町議会議員　月岡清孝
賛成者　長柄町議会議員　篠原貞夫
　　　　　 同 　　　　　古坂勇人
　　　　　 同 　　　　　山根義弘

　　　　　 同 　　　　　本吉敏子

可 　 決

国における平成25（2013）年度教育予算拡充に関す
る意見書 〃 可 　 決

６月定例会の審議結果一覧表
番　号 件　　　　　名 審　議　結　果

報告第１号 平成23年度長柄町一般会計繰越明許費繰越計算書について 原案可決 全会一致

承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（長柄町税条例の一部を改正する条例） 原案承認 全会一致

議案第１号 長柄町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第２号 長柄町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 原案可決 全会一致

議案第４号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 原案可決 全会一致

同意第１号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 原案同意 全会一致

NAGARA
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行
財
政
に
つ
い
て

①
長
柄
町
に
お
け
る
過
去
数
年
間

の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
推

移
と
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

②
本
町
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は

96
・
７
だ
が
、
他
市
町
村
と
の
差

に
つ
い
て
、
考
え
を
伺
い
た
い

③
普
通
財
産
及
び
物
品
に
係
る
貸

付
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
、

一
般
土
地
の
単
価
設
定
に
つ
い
て
、

評
価
価
格
の
１
０
０
分
の
４
が
適

正
と
考
え
る
根
拠
は
何
か
。
ま
た
、

町
道
路
占
用
料
に
関
す
る
額
も
同

様
に
根
拠
を
伺
い
た
い
。
さ
ら
に
、

ロ
ン
グ
ウ
ッ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

の
41
年
間
と
い
う
土
地
貸
付
期
間

の
設
定
理
由
は
何
か
。

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

　
　（
基
礎
的
財
政
収
支
）
…

　

歳
入
総
額
か
ら
町
債
発
行

収
入
を
差
し
引
い
た
金
額
と
、

歳
出
総
額
か
ら
町
債
費
を
差

し
引
い
た
金
額
の
バ
ラ
ン
ス

を
い
う
。
財
政
の
健
全
性
を

示
す
指
標
の
こ
と
。

①
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、

厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
年
金
特
別
徴
収
か
、
口

座
振
替
の
選
択
制
が
導
入
さ
れ
た

が
、
介
護
保
険
料
に
は
、
同
様
の

省
令
が
な
い
た
め
、
選
択
制
を
導

入
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
全
国
市
長
会
が
厚
生
労

働
大
臣
に
対
し
、「
選
択
制
の
安

易
な
導
入
は
行
わ
な
い
」
と
の
申

入
れ
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
要

望
す
る
考
え
は
な
い
。

②
町
で
は
平
成
20
年
度
か
ら
、
ヘ

ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
を
開
催
し
て
い

る
た
め
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
セ
ン

タ
ー
の
利
用
と
会
費
に
対
し
て
助

成
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

し
か
し
、
運
動
が
医
療
費
の
適
正

化
や
介
護
予
防
の
た
め
に
重
要
な

課
題
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。

③
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
実
施
に
あ
た
っ
て
、
長
生

郡
市
医
師
会
と
の
協
議
が
必
要
と

な
る
た
め
、
郡
内
市
町
村
と
、
歩

調
を
あ
わ
せ
て
取
り
組
み
た
い
。

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
腸
炎
…

　

寒
い
季
節
に
多
く
、
２
歳

頃
ま
で
の
子
が
か
か
り
や
す

い
。
激
し
い
嘔
吐
と
下
痢
を

伴
う
乳
幼
児
の
代
表
的
な
腸

炎
の
こ
と
。

り
、
㈱
ア
ー
ル
エ
フ
と
契
約
を
締

結
し
た
。

　

借
地
期
間
が
、
長
柄
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
リ
ゾ
ー
ト
㈱
と
契
約
し
た
50

年
を
継
続
す
る
も
の
だ
っ
た
た

め
、
平
成
12
年
か
ら
21
年
ま
で
の

９
年
間
を
差
し
引
い
た
、
残
り
41

年
間
と
定
め
た
。

長
柄
町
農
業
基
本
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

①
長
柄
町
独
自
の
農
業
基
本
計
画

の
策
定
を
提
案
す
る
が
、ど
う
か
。

①
現
在
、
町
独
自
の
農
業
基
本
計

画
は
策
定
し
て
い
な
い
が
、
町
は

「
第
４
次
総
合
計
画
」
に
基
づ
く

「
前
期
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

各
種
農
業
振
興
施
策
を
推
進
し
て

い
る
。

福
祉
行
政
に
つ
い
て

①
国
に
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
納
入
方
法
を
同

様
に
す
る
制
度
の
見
直
し
を
要
望

し
た
い
。

②
運
動
で
疾
病
予
防
や
介
護
予
防

を
す
る
た
め
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
セ

ン
タ
ー
を
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
と
位
置
付
け
、
町
民
に
利
用

し
て
も
ら
う
た
め
年
会
費
の
補
助

制
度
を
提
案
す
る
が
、
ど
う
か
。

③
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
腸
炎
予
防
と
共

に
、
接
種
料
の
補
助
を
検
討
願
い

た
い
。

　

こ
の
数
字
は
い
ず
れ
も
黒
字
だ

が
、
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
景
気
低
迷
等
に
よ
り
、
厳
し

い
財
政
状
況
に
推
移
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

②
他
市
町
村
と
の
差
に
つ
い
て

は
、
お
の
お
の
個
別
の
事
情
が
あ

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
が
、
本

町
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
に
つ
い

て
は
、
概
ね
適
正
と
考
え
て
い

る
。

③「
普
通
財
産
及
び
物
品
に
係
る

貸
付
規
定
」
に
よ
り
、
普
通
財
産

の
土
地
貸
付
料
は
１
平
方
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
評
価
価
格
の
１
０
０
分

の
４
と
定
め
て
い
る
。

　

こ
の
設
定
は
、「
千
葉
県
公
有

財
産
管
理
規
則
」
の
普
通
財
産
貸

付
料
を
準
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
道
路
占
用
料
は
道
路
法

に
基
づ
き
、
長
柄
町
道
路
占
用
料

に
関
す
る
条
例
に
よ
り
定
め
て
い

る
。

　

㈱
教
育
シ
ス
テ
ム
へ
の
貸
付
期

間
の
設
定
理
由
は
、
平
成
12
年
に

長
柄
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
リ
ゾ
ー
ト
㈱

と
50
年
の
定
期
借
地
権
設
定
契
約

を
締
結
し
、
平
成
21
年
３
月
に
、

同
社
の
民
事
再
生
手
続
き
に
よ

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
…

　

各
地
方
公
共
団
体
の
一
般
行

政
職
の
平
均
給
与
額
を
、
職
員

の
学
歴
別
・
経
験
年
数
別
構
成

な
ど
が
国
と
同
一
で
あ
る
と
仮

定
し
、
国
家
公
務
員
の
平
均
給

与
額
を
１
０
０
と
し
て
算
出
し

た
数
字
の
こ
と
。

①
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
推

移
は
、

平
成
18
年
度　

２
億
９
千
万
円

平
成
19
年
度　

５
億
３
千
万
円

平
成
20
年
度　

５
億
１
千
万
円

平
成
21
年
度　

２
億
９
千
万
円

平
成
22
年
度　

６
億
１
千
万
円
と

推
移
し
て
い
る
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

①
長
柄
中
の
武
道
必
修
化
で
柔
道

を
選
択
し
た
経
過
を
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
安
全
性
の
確
保
対
策
の

議
論
と
そ
の
対
応
策
は
ど
う
か
。

①
学
習
指
導
要
領
改
訂
前
か
ら
検

討
を
重
ね
柔
道
を
選
択
し
た
。
選

択
の
具
体
的
な
理
由
は

⑴
多
く
の
学
校
で
柔
道
を
選
択
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
職
員
ど
う

し
の
人
事
交
流
で
指
導
技
術
の
向

上
を
図
れ
る
。

⑵
長
柄
中
の
保
健
体
育
の
教
師
は

柔
道
２
段
の
資
格
を
所
有
し
、
適

切
な
指
導
が
可
能
で
あ
る
。「
安

全
性
の
確
保
対
策
」
は
、
学
年
と

体
力
等
を
考
慮
し
て
段
階
的
な
指

導
計
画
を
作
成
す
る
。
ま
た
、
初

心
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
武
道
の

礼
法
に
重
き
を
お
い
た
指
導
を
す

る
。
怪
我
を
防
止
す
る
対
策
は

⑴
健
康
管
理
の
徹
底
を
す
る
。

⑵
畳
の
す
き
間
等
用
具
・
施
設
の

安
全
確
認
を
す
る
。

⑶
段
階
的
な
練
習
を
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
指
導
指
針
に
基
づ
き

安
全
性
を
図
る
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

①
町
道
３
０
０
４
号
線
と
町
道
３

０
３
３
号
線
が
交
差
す
る
高
山
交

差
点
は
こ
の
３
月
に
人
身
事
故
が

２
件
発
生
し
、
昨
年
の
12
月
に
町

道
３
０
０
４
号
線
の
大
型
貨
物
自

動
車
等
通
行
止
め
が
規
制
解
除
さ

れ
、
交
通
量
の
増
加
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
信
号
機
の
設
置
を
強

く
望
む
が
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

②
町
道
の
路
面
標
示
を
改
善
す
る

考
え
は
な
い
か
。

①
茂
原
警
察
署
及
び
千
葉
県
公
安

委
員
会
に
対
し
設
置
要
望
を
行
っ

て
き
た
が
、
実
現
に
至
っ
て
い
な

い
。

　

し
か
し
、
来
年
春
を
予
定
し
て

い
る
圏
央
道
の
開
通
な
ど
、
本
町

内
の
道
路
環
境
に
大
き
な
変
化
が

想
定
さ
れ
る
た
め
、
今
後
交
通
量

調
査
を
継
続
実
施
し
、
茂
原
警
察

署
と
協
議
を
進
め
た
い
。

②
道
路
維
持
の
点
か
ら
、
古
い
も

の
か
ら
順
次
に
修
繕
、
塗
り
直
し

を
実
施
し
て
い
る
。

　

修
繕
箇
所
も
年
々
増
加
し
て
い

る
が
、
今
後
も
安
全
に
支
障
の
な

い
よ
う
、
適
正
な
維
持
に
努
め

る
。

作
成
し
、
児
童
に
危
険
箇
所
の
周

知
を
行
い
、
危
険
の
回
避
を
指
導

し
て
い
る
。

　

交
通
安
全
指
導
に
つ
い
て
校
内

で
は
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
、

実
践
教
育
を
通
し
て
危
険
予
知
能

力
や
、
身
の
処
し
方
等
、
交
通
安

全
に
対
す
る
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

　

校
外
で
は
、
通
学
路
の
交
差
点

や
危
険
箇
所
で
交
通
安
全
指
導
を

し
、
交
通
安
全
週
間
に
は
、
町
交

通
安
全
協
会
指
導
員
に
よ
る
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

青
色
回
転
灯
装
着
車
に
つ

い
て①

通
称
青
パ
ト
に
よ
る
町
内
の
パ

ト
ロ
ー
ル
の
頻
度
を
伺
い
た
い
。

　

茂
原
法
人
会
長
柄
支
部
が
毎
月

町
内
一
周
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て

い
る
が
、
町
の
青
パ
ト
も
合
同
で

行
え
な
い
か
。

①
町
防
犯
組
合
で
は
現
在
、
パ
ト

ロ
ー
ル
は
毎
月
第
３
土
曜
日
の
夜

間
に
町
内
を
約
２
時
間
巡
回
し
て

い
る
。
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
よ

り
一
層
の
防
犯
効
果
が
期
待
で
き

る
と
思
う
の
で
、
今
後
関
係
者
と

相
談
し
た
い
。

既
存
商
工
業
の
振
興
に
つ

い
て①

町
長
は
地
域
商
工
業
の
発
展
の

た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策
支
援
を

し
た
か
、
ま
た
、
そ
の
効
果
を
伺

い
た
い
。

①「
長
柄
町
商
工
業
振
興
事
業
補

助
金
」
と
し
て
、
２
０
２
万
円
の

補
助
と
「
長
柄
町
中
小
企
業
設
備

改
善
資
金
利
子
補
給
金
事
業
補
助

金
」
と
し
て
、
３
６
０
万
円
を
予

算
措
置
し
、
町
内
商
工
業
の
維
持

と
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
、
全
国
的
に
も
人
口
の

減
少
や
事
業
者
の
高
齢
化
も
重
な

り
、
長
柄
町
商
工
会
へ
の
加
入
件

数
を
見
る
と
、
平
成
10
年
度
に
１

７
２
件
あ
っ
た
町
商
工
会
加
入
者

が
、
本
年
４
月
１
日
現
在
で
は
、

１
４
１
件
に
ま
で
減
少
し
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。

通
学
路
に
つ
い
て

①
通
学
路
の
危
険
箇
所
再
点
検
と

対
策
及
び
子
供
達
へ
の
交
通
安
全

指
導
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

①
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
点
検
と

対
策
に
つ
い
て
通
学
路
の
危
険
箇

所
の
点
検
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
県
の
協
力

を
得
て
通
学
路
の
安
全
マ
ッ
プ
を

町
の
人
口
対
策
に
つ
い
て

①
人
口
増
対
策
の
結
果
と
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

②
人
口
増
対
策
事
業
に
伴
う
町
営

住
宅
建
設
は
、
そ
の
後
ど
う
な
っ

た
か
。

①
②
人
口
増
を
念
頭
に
、
総
合
計

画
に
基
づ
い
て
総
合
的
に
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
き
た
。
こ
う
し
た

施
策
の
効
果
か
、
平
成
22
年
に
千

葉
県
下
で
２
位
の
合
計
特
殊
出
生

率
（
1
・
57
）
を
記
録
し
た
。

　

人
口
減
少
は
全
国
的
な
問
題
で

あ
る
。
そ
こ
で
昨
年
度
、
町
営
賃
貸

住
宅
建
設
の
た
め
予
算
計
上
し
た

が
、
事
業
実
施
に
問
題
点
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
い
っ
た
ん
取
り
下
げ
た
。

　

今
後
も
、
人
口
増
対
策
を
幅
広

く
検
討
し
た
い
。

合
計
特
殊
出
生
率
…

　

出
産
可
能
年
齢
（
15
〜
49

歳
）
の
女
性
に
限
定
し
、
年

齢
ご
と
の
出
生
率
を
足
し
合

わ
せ
一
人
の
女
性
が
生
涯
に

何
人
の
子
供
を
産
む
の
か
を

推
計
し
た
も
の
。（
平
成
22
年    

一
宮
町
1
・
71
、
千
葉
市
：

1
・
34
、
茂
原
市
：
1
・
28
）

山
根
　
義
弘 
議
員

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
創
設
に
つ
い
て

①
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
創
設
し
て
は
ど

う
か
。

①
本
年
度
、
作
成
に
向
け
検
討
し

た
い
。

通
学
時
に
お
け
る
児
童
・
生

徒
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

①
子
供
が
利
用
す
る
通
学
路
の
安

全
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
安
全
対
策
と
し
て
、
具
体
的
に

は
集
団
下
校
方
法
、
交
通
安
全
指

導
、
保
護
者
と
の
連
携
に
よ
る
交

通
安
全
、
月
に
１
度
交
通
安
全
強

調
日
の
校
内
指
導
等
を
定
め
実
践

し
て
い
る
。

　

環
境
整
備
は
保
護
者
や
関
係
機

関
の
協
力
を
得
て
、
通
学
路
の
危

険
個
所
の
除
草
、
枝
払
い
等
の
実

施
、
地
域
の
方
々
の
見
守
り
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
な
が
ら
温

泉
営
業
日
の
変
更
に
つ
い
て

①
月
曜
・
祝
日
は
定
休
日
だ
が
、

祝
日
を
営
業
日
に
し
て
頂
き
た

い
。

⑤
⑥
⑦
長
柄
町
防
災
の
日
、
避
難

所
へ
の
誘
導
看
板
、
及
び
災
害
時

の
各
種
協
定
は
、
防
災
計
画
の
見

直
し
と
、
そ
の
素
案
へ
の
意
見
を

踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

に
つ
い
て

①
今
回
導
入
さ
れ
た
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
補
助
金
を
利
用
し

た
家
庭
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

②
住
宅
用
以
外
の
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い

の
か
。

③
町
独
自
の
公
共
施
設
や
遊
休
地

に
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

の
考
え
は
な
い
の
か
。

④
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
検
討

し
て
い
る
企
業
で
、
補
助
金
等
の

問
合
せ
は
現
在
町
に
来
て
い
る
の

か
。

①
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
の
実
績
件

数
は
、
昨
年
度
１
件
、
今
年
度
10

件
の
計
11
件
で
あ
る
。

②
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
現
在
考
え

て
い
な
い
が
、
国
の
電
力
施
策
の

動
向
な
ど
を
見
守
り
た
い
。

③
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
公
共

施
設
や
遊
休
地
へ
の
導
入
は
、
今

後
の
社
会
的
課
題
と
し
て
研
究
し

た
い
。

④
現
在
、
太
陽
光
発
電
に
係
る
企

業
か
ら
の
補
助
金
の
照
会
は
な

い
。

策
を
し
て
い
る
の
か
。

③
防
災
教
育
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
か
。

④
避
難
所
に
ラ
ジ
オ
の
設
置
や
女

性
に
対
す
る
配
慮
等
が
さ
れ
て
い

る
か
。

⑤
長
柄
町
防
災
の
日
を
定
め
る
こ

と
を
提
案
す
る
。

⑥
夜
間
の
避
難
に
備
え
、
看
板
等

に
蛍
光
塗
料
等
の
使
用
を
検
討
で

き
な
い
か
。

⑦
町
独
自
の
災
害
時
の
物
資
の
協

力
供
給
者
と
生
活
物
資
の
供
給
の

更
な
る
拡
充
を
推
進
し
て
は
ど
う

か
。

①
可
能
な
範
囲
で
女
性
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
努
力
す
る
が
、
男
性

委
員
に
も
女
性
の
意
見
を
踏
ま
え

て
会
議
に
臨
む
よ
う
お
願
い
す

る
。

②
③
平
成
23
年
度
か
ら
下
校
時
避

難
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
平

成
24
年
３
月
１
日
に
下
校
時
の
大

震
災
発
生
を
想
定
し
た
現
地
訓
練

を
実
施
し
た
。

　

町
の
防
災
無
線
を
利
用
し
た
実

践
的
な
訓
練
を
行
っ
た
結
果
、
意

識
の
高
揚
と
行
動
力
を
養
え
た
。

県
下
で
も
初
め
て
の
訓
練
で
あ
っ

た
と
認
識
し
て
い
る
。

④
本
年
度
は
ラ
ジ
オ
の
設
置
や
女

性
へ
の
配
慮
を
考
え
、
配
備
す
る

予
定
で
あ
る
。

①
現
状
は
、
平
日
よ
り
も
土
曜
・

日
曜
の
利
用
者
が
多
く
、
祝
日
を

営
業
す
る
こ
と
に
よ
り
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
け
る
も
の
と

考
え
る
。

　

し
か
し
、
営
業
日
を
増
や
す
こ

と
に
よ
る
経
費
の
増
加
等
が
考
え

ら
れ
、
現
在
の
予
算
と
体
制
の
な

か
で
実
施
で
き
る
か
、「
福
祉
セ

ン
タ
ー
運
営
委
員
会
」
と
相
談
し

た
い
。

長
柄
町
町
民
バ
ス
の
運
行
の
拡

充
と
路
線
等
見
直
し
に
つ
い
て

①
日
曜
・
祝
日
も
運
行
し
て
頂
き

た
い
。
路
線
の
見
直
し
も
し
て
頂

き
た
い
。

①
土
曜
、
日
曜
、
及
び
祝
日
の
運

行
は
過
去
に
検
証
し
た
結
果
、
利

用
者
数
が
少
な
い
た
め
、
費
用
対

効
果
を
勘
案
し
、
運
行
し
て
い
な

い
。
路
線
は
現
在
、
こ
ど
も
園
の

送
迎
バ
ス
を
兼
ね
て
い
る
た
め
、

調
整
で
き
る
範
囲
は
お
の
ず
と
限

定
さ
れ
る
。
今
後
は
、
よ
り
利
便

性
が
高
く
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
検
討
し
た
い
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

①
地
域
防
災
計
画
見
直
し
の
意
思

決
定
の
場
に
女
性
の
登
用
を
考
え

て
い
な
い
か
。

②
子
供
の
登
下
校
中
に
災
害
が
起

き
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
避
難
対

一
　
般
　
質
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大
岩
　
芳
治 

議
員

山
﨑
　
悦
功 

議
員

星
野
　
一
成 

議
員

行
財
政
に
つ
い
て

①
長
柄
町
に
お
け
る
過
去
数
年
間

の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
推

移
と
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

②
本
町
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は

96
・
７
だ
が
、
他
市
町
村
と
の
差

に
つ
い
て
、
考
え
を
伺
い
た
い

③
普
通
財
産
及
び
物
品
に
係
る
貸

付
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
、

一
般
土
地
の
単
価
設
定
に
つ
い
て
、

評
価
価
格
の
１
０
０
分
の
４
が
適

正
と
考
え
る
根
拠
は
何
か
。
ま
た
、

町
道
路
占
用
料
に
関
す
る
額
も
同

様
に
根
拠
を
伺
い
た
い
。
さ
ら
に
、

ロ
ン
グ
ウ
ッ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

の
41
年
間
と
い
う
土
地
貸
付
期
間

の
設
定
理
由
は
何
か
。

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

　
　（
基
礎
的
財
政
収
支
）
…

　

歳
入
総
額
か
ら
町
債
発
行

収
入
を
差
し
引
い
た
金
額
と
、

歳
出
総
額
か
ら
町
債
費
を
差

し
引
い
た
金
額
の
バ
ラ
ン
ス

を
い
う
。
財
政
の
健
全
性
を

示
す
指
標
の
こ
と
。

①
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、

厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
年
金
特
別
徴
収
か
、
口

座
振
替
の
選
択
制
が
導
入
さ
れ
た

が
、
介
護
保
険
料
に
は
、
同
様
の

省
令
が
な
い
た
め
、
選
択
制
を
導

入
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
全
国
市
長
会
が
厚
生
労

働
大
臣
に
対
し
、「
選
択
制
の
安

易
な
導
入
は
行
わ
な
い
」
と
の
申

入
れ
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
要

望
す
る
考
え
は
な
い
。

②
町
で
は
平
成
20
年
度
か
ら
、
ヘ

ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
を
開
催
し
て
い

る
た
め
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
セ
ン

タ
ー
の
利
用
と
会
費
に
対
し
て
助

成
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

し
か
し
、
運
動
が
医
療
費
の
適
正

化
や
介
護
予
防
の
た
め
に
重
要
な

課
題
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。

③
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
実
施
に
あ
た
っ
て
、
長
生

郡
市
医
師
会
と
の
協
議
が
必
要
と

な
る
た
め
、
郡
内
市
町
村
と
、
歩

調
を
あ
わ
せ
て
取
り
組
み
た
い
。

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
腸
炎
…

　

寒
い
季
節
に
多
く
、
２
歳

頃
ま
で
の
子
が
か
か
り
や
す

い
。
激
し
い
嘔
吐
と
下
痢
を

伴
う
乳
幼
児
の
代
表
的
な
腸

炎
の
こ
と
。

り
、
㈱
ア
ー
ル
エ
フ
と
契
約
を
締

結
し
た
。

　

借
地
期
間
が
、
長
柄
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
リ
ゾ
ー
ト
㈱
と
契
約
し
た
50

年
を
継
続
す
る
も
の
だ
っ
た
た

め
、
平
成
12
年
か
ら
21
年
ま
で
の

９
年
間
を
差
し
引
い
た
、
残
り
41

年
間
と
定
め
た
。

長
柄
町
農
業
基
本
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

①
長
柄
町
独
自
の
農
業
基
本
計
画

の
策
定
を
提
案
す
る
が
、ど
う
か
。

①
現
在
、
町
独
自
の
農
業
基
本
計

画
は
策
定
し
て
い
な
い
が
、
町
は

「
第
４
次
総
合
計
画
」
に
基
づ
く

「
前
期
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

各
種
農
業
振
興
施
策
を
推
進
し
て

い
る
。

福
祉
行
政
に
つ
い
て

①
国
に
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
納
入
方
法
を
同

様
に
す
る
制
度
の
見
直
し
を
要
望

し
た
い
。

②
運
動
で
疾
病
予
防
や
介
護
予
防

を
す
る
た
め
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
セ

ン
タ
ー
を
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
と
位
置
付
け
、
町
民
に
利
用

し
て
も
ら
う
た
め
年
会
費
の
補
助

制
度
を
提
案
す
る
が
、
ど
う
か
。

③
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
腸
炎
予
防
と
共

に
、
接
種
料
の
補
助
を
検
討
願
い

た
い
。

　

こ
の
数
字
は
い
ず
れ
も
黒
字
だ

が
、
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
景
気
低
迷
等
に
よ
り
、
厳
し

い
財
政
状
況
に
推
移
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

②
他
市
町
村
と
の
差
に
つ
い
て

は
、
お
の
お
の
個
別
の
事
情
が
あ

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
が
、
本

町
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
に
つ
い

て
は
、
概
ね
適
正
と
考
え
て
い

る
。

③「
普
通
財
産
及
び
物
品
に
係
る

貸
付
規
定
」
に
よ
り
、
普
通
財
産

の
土
地
貸
付
料
は
１
平
方
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
評
価
価
格
の
１
０
０
分

の
４
と
定
め
て
い
る
。

　

こ
の
設
定
は
、「
千
葉
県
公
有

財
産
管
理
規
則
」
の
普
通
財
産
貸

付
料
を
準
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
道
路
占
用
料
は
道
路
法

に
基
づ
き
、
長
柄
町
道
路
占
用
料

に
関
す
る
条
例
に
よ
り
定
め
て
い

る
。

　

㈱
教
育
シ
ス
テ
ム
へ
の
貸
付
期

間
の
設
定
理
由
は
、
平
成
12
年
に

長
柄
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
リ
ゾ
ー
ト
㈱

と
50
年
の
定
期
借
地
権
設
定
契
約

を
締
結
し
、
平
成
21
年
３
月
に
、

同
社
の
民
事
再
生
手
続
き
に
よ

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
…

　

各
地
方
公
共
団
体
の
一
般
行

政
職
の
平
均
給
与
額
を
、
職
員

の
学
歴
別
・
経
験
年
数
別
構
成

な
ど
が
国
と
同
一
で
あ
る
と
仮

定
し
、
国
家
公
務
員
の
平
均
給

与
額
を
１
０
０
と
し
て
算
出
し

た
数
字
の
こ
と
。

①
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
推

移
は
、

平
成
18
年
度　

２
億
９
千
万
円

平
成
19
年
度　

５
億
３
千
万
円

平
成
20
年
度　

５
億
１
千
万
円

平
成
21
年
度　

２
億
９
千
万
円

平
成
22
年
度　

６
億
１
千
万
円
と

推
移
し
て
い
る
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

①
長
柄
中
の
武
道
必
修
化
で
柔
道

を
選
択
し
た
経
過
を
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
安
全
性
の
確
保
対
策
の

議
論
と
そ
の
対
応
策
は
ど
う
か
。

①
学
習
指
導
要
領
改
訂
前
か
ら
検

討
を
重
ね
柔
道
を
選
択
し
た
。
選

択
の
具
体
的
な
理
由
は

⑴
多
く
の
学
校
で
柔
道
を
選
択
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
職
員
ど
う

し
の
人
事
交
流
で
指
導
技
術
の
向

上
を
図
れ
る
。

⑵
長
柄
中
の
保
健
体
育
の
教
師
は

柔
道
２
段
の
資
格
を
所
有
し
、
適

切
な
指
導
が
可
能
で
あ
る
。「
安

全
性
の
確
保
対
策
」
は
、
学
年
と

体
力
等
を
考
慮
し
て
段
階
的
な
指

導
計
画
を
作
成
す
る
。
ま
た
、
初

心
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
武
道
の

礼
法
に
重
き
を
お
い
た
指
導
を
す

る
。
怪
我
を
防
止
す
る
対
策
は

⑴
健
康
管
理
の
徹
底
を
す
る
。

⑵
畳
の
す
き
間
等
用
具
・
施
設
の

安
全
確
認
を
す
る
。

⑶
段
階
的
な
練
習
を
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
指
導
指
針
に
基
づ
き

安
全
性
を
図
る
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

①
町
道
３
０
０
４
号
線
と
町
道
３

０
３
３
号
線
が
交
差
す
る
高
山
交

差
点
は
こ
の
３
月
に
人
身
事
故
が

２
件
発
生
し
、
昨
年
の
12
月
に
町

道
３
０
０
４
号
線
の
大
型
貨
物
自

動
車
等
通
行
止
め
が
規
制
解
除
さ

れ
、
交
通
量
の
増
加
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
信
号
機
の
設
置
を
強

く
望
む
が
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

②
町
道
の
路
面
標
示
を
改
善
す
る

考
え
は
な
い
か
。

①
茂
原
警
察
署
及
び
千
葉
県
公
安

委
員
会
に
対
し
設
置
要
望
を
行
っ

て
き
た
が
、
実
現
に
至
っ
て
い
な

い
。

　

し
か
し
、
来
年
春
を
予
定
し
て

い
る
圏
央
道
の
開
通
な
ど
、
本
町

内
の
道
路
環
境
に
大
き
な
変
化
が

想
定
さ
れ
る
た
め
、
今
後
交
通
量

調
査
を
継
続
実
施
し
、
茂
原
警
察

署
と
協
議
を
進
め
た
い
。

②
道
路
維
持
の
点
か
ら
、
古
い
も

の
か
ら
順
次
に
修
繕
、
塗
り
直
し

を
実
施
し
て
い
る
。

　

修
繕
箇
所
も
年
々
増
加
し
て
い

る
が
、
今
後
も
安
全
に
支
障
の
な

い
よ
う
、
適
正
な
維
持
に
努
め

る
。

作
成
し
、
児
童
に
危
険
箇
所
の
周

知
を
行
い
、
危
険
の
回
避
を
指
導

し
て
い
る
。

　

交
通
安
全
指
導
に
つ
い
て
校
内

で
は
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
、

実
践
教
育
を
通
し
て
危
険
予
知
能

力
や
、
身
の
処
し
方
等
、
交
通
安

全
に
対
す
る
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

　

校
外
で
は
、
通
学
路
の
交
差
点

や
危
険
箇
所
で
交
通
安
全
指
導
を

し
、
交
通
安
全
週
間
に
は
、
町
交

通
安
全
協
会
指
導
員
に
よ
る
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

青
色
回
転
灯
装
着
車
に
つ

い
て①

通
称
青
パ
ト
に
よ
る
町
内
の
パ

ト
ロ
ー
ル
の
頻
度
を
伺
い
た
い
。

　

茂
原
法
人
会
長
柄
支
部
が
毎
月

町
内
一
周
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て

い
る
が
、
町
の
青
パ
ト
も
合
同
で

行
え
な
い
か
。

①
町
防
犯
組
合
で
は
現
在
、
パ
ト

ロ
ー
ル
は
毎
月
第
３
土
曜
日
の
夜

間
に
町
内
を
約
２
時
間
巡
回
し
て

い
る
。
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
よ

り
一
層
の
防
犯
効
果
が
期
待
で
き

る
と
思
う
の
で
、
今
後
関
係
者
と

相
談
し
た
い
。

既
存
商
工
業
の
振
興
に
つ

い
て①

町
長
は
地
域
商
工
業
の
発
展
の

た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策
支
援
を

し
た
か
、
ま
た
、
そ
の
効
果
を
伺

い
た
い
。

①「
長
柄
町
商
工
業
振
興
事
業
補

助
金
」
と
し
て
、
２
０
２
万
円
の

補
助
と
「
長
柄
町
中
小
企
業
設
備

改
善
資
金
利
子
補
給
金
事
業
補
助

金
」
と
し
て
、
３
６
０
万
円
を
予

算
措
置
し
、
町
内
商
工
業
の
維
持

と
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
、
全
国
的
に
も
人
口
の

減
少
や
事
業
者
の
高
齢
化
も
重
な

り
、
長
柄
町
商
工
会
へ
の
加
入
件

数
を
見
る
と
、
平
成
10
年
度
に
１

７
２
件
あ
っ
た
町
商
工
会
加
入
者

が
、
本
年
４
月
１
日
現
在
で
は
、

１
４
１
件
に
ま
で
減
少
し
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。

通
学
路
に
つ
い
て

①
通
学
路
の
危
険
箇
所
再
点
検
と

対
策
及
び
子
供
達
へ
の
交
通
安
全

指
導
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

①
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
点
検
と

対
策
に
つ
い
て
通
学
路
の
危
険
箇

所
の
点
検
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
県
の
協
力

を
得
て
通
学
路
の
安
全
マ
ッ
プ
を

町
の
人
口
対
策
に
つ
い
て

①
人
口
増
対
策
の
結
果
と
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

②
人
口
増
対
策
事
業
に
伴
う
町
営

住
宅
建
設
は
、
そ
の
後
ど
う
な
っ

た
か
。

①
②
人
口
増
を
念
頭
に
、
総
合
計

画
に
基
づ
い
て
総
合
的
に
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
き
た
。
こ
う
し
た

施
策
の
効
果
か
、
平
成
22
年
に
千

葉
県
下
で
２
位
の
合
計
特
殊
出
生

率
（
1
・
57
）
を
記
録
し
た
。

　

人
口
減
少
は
全
国
的
な
問
題
で

あ
る
。
そ
こ
で
昨
年
度
、
町
営
賃
貸

住
宅
建
設
の
た
め
予
算
計
上
し
た

が
、
事
業
実
施
に
問
題
点
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
い
っ
た
ん
取
り
下
げ
た
。

　

今
後
も
、
人
口
増
対
策
を
幅
広

く
検
討
し
た
い
。

合
計
特
殊
出
生
率
…

　

出
産
可
能
年
齢
（
15
〜
49

歳
）
の
女
性
に
限
定
し
、
年

齢
ご
と
の
出
生
率
を
足
し
合

わ
せ
一
人
の
女
性
が
生
涯
に

何
人
の
子
供
を
産
む
の
か
を

推
計
し
た
も
の
。（
平
成
22
年    

一
宮
町
1
・
71
、
千
葉
市
：

1
・
34
、
茂
原
市
：
1
・
28
）

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
創
設
に
つ
い
て

①
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
創
設
し
て
は
ど

う
か
。

①
本
年
度
、
作
成
に
向
け
検
討
し

た
い
。

通
学
時
に
お
け
る
児
童
・
生

徒
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

①
子
供
が
利
用
す
る
通
学
路
の
安

全
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
安
全
対
策
と
し
て
、
具
体
的
に

は
集
団
下
校
方
法
、
交
通
安
全
指

導
、
保
護
者
と
の
連
携
に
よ
る
交

通
安
全
、
月
に
１
度
交
通
安
全
強

調
日
の
校
内
指
導
等
を
定
め
実
践

し
て
い
る
。

　

環
境
整
備
は
保
護
者
や
関
係
機

関
の
協
力
を
得
て
、
通
学
路
の
危

険
個
所
の
除
草
、
枝
払
い
等
の
実

施
、
地
域
の
方
々
の
見
守
り
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
な
が
ら
温

泉
営
業
日
の
変
更
に
つ
い
て

①
月
曜
・
祝
日
は
定
休
日
だ
が
、

祝
日
を
営
業
日
に
し
て
頂
き
た

い
。

⑤
⑥
⑦
長
柄
町
防
災
の
日
、
避
難

所
へ
の
誘
導
看
板
、
及
び
災
害
時

の
各
種
協
定
は
、
防
災
計
画
の
見

直
し
と
、
そ
の
素
案
へ
の
意
見
を

踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

に
つ
い
て

①
今
回
導
入
さ
れ
た
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
補
助
金
を
利
用
し

た
家
庭
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

②
住
宅
用
以
外
の
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い

の
か
。

③
町
独
自
の
公
共
施
設
や
遊
休
地

に
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

の
考
え
は
な
い
の
か
。

④
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
検
討

し
て
い
る
企
業
で
、
補
助
金
等
の

問
合
せ
は
現
在
町
に
来
て
い
る
の

か
。

①
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
の
実
績
件

数
は
、
昨
年
度
１
件
、
今
年
度
10

件
の
計
11
件
で
あ
る
。

②
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
現
在
考
え

て
い
な
い
が
、
国
の
電
力
施
策
の

動
向
な
ど
を
見
守
り
た
い
。

③
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
公
共

施
設
や
遊
休
地
へ
の
導
入
は
、
今

後
の
社
会
的
課
題
と
し
て
研
究
し

た
い
。

④
現
在
、
太
陽
光
発
電
に
係
る
企

業
か
ら
の
補
助
金
の
照
会
は
な

い
。

策
を
し
て
い
る
の
か
。

③
防
災
教
育
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
か
。

④
避
難
所
に
ラ
ジ
オ
の
設
置
や
女

性
に
対
す
る
配
慮
等
が
さ
れ
て
い

る
か
。

⑤
長
柄
町
防
災
の
日
を
定
め
る
こ

と
を
提
案
す
る
。

⑥
夜
間
の
避
難
に
備
え
、
看
板
等

に
蛍
光
塗
料
等
の
使
用
を
検
討
で

き
な
い
か
。

⑦
町
独
自
の
災
害
時
の
物
資
の
協

力
供
給
者
と
生
活
物
資
の
供
給
の

更
な
る
拡
充
を
推
進
し
て
は
ど
う

か
。

①
可
能
な
範
囲
で
女
性
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
努
力
す
る
が
、
男
性

委
員
に
も
女
性
の
意
見
を
踏
ま
え

て
会
議
に
臨
む
よ
う
お
願
い
す

る
。

②
③
平
成
23
年
度
か
ら
下
校
時
避

難
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
平

成
24
年
３
月
１
日
に
下
校
時
の
大

震
災
発
生
を
想
定
し
た
現
地
訓
練

を
実
施
し
た
。

　

町
の
防
災
無
線
を
利
用
し
た
実

践
的
な
訓
練
を
行
っ
た
結
果
、
意

識
の
高
揚
と
行
動
力
を
養
え
た
。

県
下
で
も
初
め
て
の
訓
練
で
あ
っ

た
と
認
識
し
て
い
る
。

④
本
年
度
は
ラ
ジ
オ
の
設
置
や
女

性
へ
の
配
慮
を
考
え
、
配
備
す
る

予
定
で
あ
る
。

①
現
状
は
、
平
日
よ
り
も
土
曜
・

日
曜
の
利
用
者
が
多
く
、
祝
日
を

営
業
す
る
こ
と
に
よ
り
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
け
る
も
の
と

考
え
る
。

　

し
か
し
、
営
業
日
を
増
や
す
こ

と
に
よ
る
経
費
の
増
加
等
が
考
え

ら
れ
、
現
在
の
予
算
と
体
制
の
な

か
で
実
施
で
き
る
か
、「
福
祉
セ

ン
タ
ー
運
営
委
員
会
」
と
相
談
し

た
い
。

長
柄
町
町
民
バ
ス
の
運
行
の
拡

充
と
路
線
等
見
直
し
に
つ
い
て

①
日
曜
・
祝
日
も
運
行
し
て
頂
き

た
い
。
路
線
の
見
直
し
も
し
て
頂

き
た
い
。

①
土
曜
、
日
曜
、
及
び
祝
日
の
運

行
は
過
去
に
検
証
し
た
結
果
、
利

用
者
数
が
少
な
い
た
め
、
費
用
対

効
果
を
勘
案
し
、
運
行
し
て
い
な

い
。
路
線
は
現
在
、
こ
ど
も
園
の

送
迎
バ
ス
を
兼
ね
て
い
る
た
め
、

調
整
で
き
る
範
囲
は
お
の
ず
と
限

定
さ
れ
る
。
今
後
は
、
よ
り
利
便

性
が
高
く
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
検
討
し
た
い
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

①
地
域
防
災
計
画
見
直
し
の
意
思

決
定
の
場
に
女
性
の
登
用
を
考
え

て
い
な
い
か
。

②
子
供
の
登
下
校
中
に
災
害
が
起

き
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
避
難
対
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本
吉
　
敏
子 

議
員

行
財
政
に
つ
い
て

①
長
柄
町
に
お
け
る
過
去
数
年
間

の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
推

移
と
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

②
本
町
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は

96
・
７
だ
が
、
他
市
町
村
と
の
差

に
つ
い
て
、
考
え
を
伺
い
た
い

③
普
通
財
産
及
び
物
品
に
係
る
貸

付
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
、

一
般
土
地
の
単
価
設
定
に
つ
い
て
、

評
価
価
格
の
１
０
０
分
の
４
が
適

正
と
考
え
る
根
拠
は
何
か
。
ま
た
、

町
道
路
占
用
料
に
関
す
る
額
も
同

様
に
根
拠
を
伺
い
た
い
。
さ
ら
に
、

ロ
ン
グ
ウ
ッ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

の
41
年
間
と
い
う
土
地
貸
付
期
間

の
設
定
理
由
は
何
か
。

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

　
　（
基
礎
的
財
政
収
支
）
…

　

歳
入
総
額
か
ら
町
債
発
行

収
入
を
差
し
引
い
た
金
額
と
、

歳
出
総
額
か
ら
町
債
費
を
差

し
引
い
た
金
額
の
バ
ラ
ン
ス

を
い
う
。
財
政
の
健
全
性
を

示
す
指
標
の
こ
と
。

①
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、

厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
年
金
特
別
徴
収
か
、
口

座
振
替
の
選
択
制
が
導
入
さ
れ
た

が
、
介
護
保
険
料
に
は
、
同
様
の

省
令
が
な
い
た
め
、
選
択
制
を
導

入
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
全
国
市
長
会
が
厚
生
労

働
大
臣
に
対
し
、「
選
択
制
の
安

易
な
導
入
は
行
わ
な
い
」
と
の
申

入
れ
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
要

望
す
る
考
え
は
な
い
。

②
町
で
は
平
成
20
年
度
か
ら
、
ヘ

ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
を
開
催
し
て
い

る
た
め
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
セ
ン

タ
ー
の
利
用
と
会
費
に
対
し
て
助

成
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

し
か
し
、
運
動
が
医
療
費
の
適
正

化
や
介
護
予
防
の
た
め
に
重
要
な

課
題
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。

③
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
実
施
に
あ
た
っ
て
、
長
生

郡
市
医
師
会
と
の
協
議
が
必
要
と

な
る
た
め
、
郡
内
市
町
村
と
、
歩

調
を
あ
わ
せ
て
取
り
組
み
た
い
。

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
腸
炎
…

　

寒
い
季
節
に
多
く
、
２
歳

頃
ま
で
の
子
が
か
か
り
や
す

い
。
激
し
い
嘔
吐
と
下
痢
を

伴
う
乳
幼
児
の
代
表
的
な
腸

炎
の
こ
と
。

り
、
㈱
ア
ー
ル
エ
フ
と
契
約
を
締

結
し
た
。

　

借
地
期
間
が
、
長
柄
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
リ
ゾ
ー
ト
㈱
と
契
約
し
た
50

年
を
継
続
す
る
も
の
だ
っ
た
た

め
、
平
成
12
年
か
ら
21
年
ま
で
の

９
年
間
を
差
し
引
い
た
、
残
り
41

年
間
と
定
め
た
。

長
柄
町
農
業
基
本
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

①
長
柄
町
独
自
の
農
業
基
本
計
画

の
策
定
を
提
案
す
る
が
、ど
う
か
。

①
現
在
、
町
独
自
の
農
業
基
本
計

画
は
策
定
し
て
い
な
い
が
、
町
は

「
第
４
次
総
合
計
画
」
に
基
づ
く

「
前
期
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

各
種
農
業
振
興
施
策
を
推
進
し
て

い
る
。

福
祉
行
政
に
つ
い
て

①
国
に
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
納
入
方
法
を
同

様
に
す
る
制
度
の
見
直
し
を
要
望

し
た
い
。

②
運
動
で
疾
病
予
防
や
介
護
予
防

を
す
る
た
め
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
セ

ン
タ
ー
を
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
と
位
置
付
け
、
町
民
に
利
用

し
て
も
ら
う
た
め
年
会
費
の
補
助

制
度
を
提
案
す
る
が
、
ど
う
か
。

③
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
腸
炎
予
防
と
共

に
、
接
種
料
の
補
助
を
検
討
願
い

た
い
。

　

こ
の
数
字
は
い
ず
れ
も
黒
字
だ

が
、
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
景
気
低
迷
等
に
よ
り
、
厳
し

い
財
政
状
況
に
推
移
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

②
他
市
町
村
と
の
差
に
つ
い
て

は
、
お
の
お
の
個
別
の
事
情
が
あ

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
が
、
本

町
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
に
つ
い

て
は
、
概
ね
適
正
と
考
え
て
い

る
。

③「
普
通
財
産
及
び
物
品
に
係
る

貸
付
規
定
」
に
よ
り
、
普
通
財
産

の
土
地
貸
付
料
は
１
平
方
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
評
価
価
格
の
１
０
０
分

の
４
と
定
め
て
い
る
。

　

こ
の
設
定
は
、「
千
葉
県
公
有

財
産
管
理
規
則
」
の
普
通
財
産
貸

付
料
を
準
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
道
路
占
用
料
は
道
路
法

に
基
づ
き
、
長
柄
町
道
路
占
用
料

に
関
す
る
条
例
に
よ
り
定
め
て
い

る
。

　

㈱
教
育
シ
ス
テ
ム
へ
の
貸
付
期

間
の
設
定
理
由
は
、
平
成
12
年
に

長
柄
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
リ
ゾ
ー
ト
㈱

と
50
年
の
定
期
借
地
権
設
定
契
約

を
締
結
し
、
平
成
21
年
３
月
に
、

同
社
の
民
事
再
生
手
続
き
に
よ

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
…

　

各
地
方
公
共
団
体
の
一
般
行

政
職
の
平
均
給
与
額
を
、
職
員

の
学
歴
別
・
経
験
年
数
別
構
成

な
ど
が
国
と
同
一
で
あ
る
と
仮

定
し
、
国
家
公
務
員
の
平
均
給

与
額
を
１
０
０
と
し
て
算
出
し

た
数
字
の
こ
と
。

①
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
推

移
は
、

平
成
18
年
度　

２
億
９
千
万
円

平
成
19
年
度　

５
億
３
千
万
円

平
成
20
年
度　

５
億
１
千
万
円

平
成
21
年
度　

２
億
９
千
万
円

平
成
22
年
度　

６
億
１
千
万
円
と

推
移
し
て
い
る
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

①
長
柄
中
の
武
道
必
修
化
で
柔
道

を
選
択
し
た
経
過
を
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
安
全
性
の
確
保
対
策
の

議
論
と
そ
の
対
応
策
は
ど
う
か
。

①
学
習
指
導
要
領
改
訂
前
か
ら
検

討
を
重
ね
柔
道
を
選
択
し
た
。
選

択
の
具
体
的
な
理
由
は

⑴
多
く
の
学
校
で
柔
道
を
選
択
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
職
員
ど
う

し
の
人
事
交
流
で
指
導
技
術
の
向

上
を
図
れ
る
。

⑵
長
柄
中
の
保
健
体
育
の
教
師
は

柔
道
２
段
の
資
格
を
所
有
し
、
適

切
な
指
導
が
可
能
で
あ
る
。「
安

全
性
の
確
保
対
策
」
は
、
学
年
と

体
力
等
を
考
慮
し
て
段
階
的
な
指

導
計
画
を
作
成
す
る
。
ま
た
、
初

心
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
武
道
の

礼
法
に
重
き
を
お
い
た
指
導
を
す

る
。
怪
我
を
防
止
す
る
対
策
は

⑴
健
康
管
理
の
徹
底
を
す
る
。

⑵
畳
の
す
き
間
等
用
具
・
施
設
の

安
全
確
認
を
す
る
。

⑶
段
階
的
な
練
習
を
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
指
導
指
針
に
基
づ
き

安
全
性
を
図
る
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

①
町
道
３
０
０
４
号
線
と
町
道
３

０
３
３
号
線
が
交
差
す
る
高
山
交

差
点
は
こ
の
３
月
に
人
身
事
故
が

２
件
発
生
し
、
昨
年
の
12
月
に
町

道
３
０
０
４
号
線
の
大
型
貨
物
自

動
車
等
通
行
止
め
が
規
制
解
除
さ

れ
、
交
通
量
の
増
加
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
信
号
機
の
設
置
を
強

く
望
む
が
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

②
町
道
の
路
面
標
示
を
改
善
す
る

考
え
は
な
い
か
。

①
茂
原
警
察
署
及
び
千
葉
県
公
安

委
員
会
に
対
し
設
置
要
望
を
行
っ

て
き
た
が
、
実
現
に
至
っ
て
い
な

い
。

　

し
か
し
、
来
年
春
を
予
定
し
て

い
る
圏
央
道
の
開
通
な
ど
、
本
町

内
の
道
路
環
境
に
大
き
な
変
化
が

想
定
さ
れ
る
た
め
、
今
後
交
通
量

調
査
を
継
続
実
施
し
、
茂
原
警
察

署
と
協
議
を
進
め
た
い
。

②
道
路
維
持
の
点
か
ら
、
古
い
も

の
か
ら
順
次
に
修
繕
、
塗
り
直
し

を
実
施
し
て
い
る
。

　

修
繕
箇
所
も
年
々
増
加
し
て
い

る
が
、
今
後
も
安
全
に
支
障
の
な

い
よ
う
、
適
正
な
維
持
に
努
め

る
。

作
成
し
、
児
童
に
危
険
箇
所
の
周

知
を
行
い
、
危
険
の
回
避
を
指
導

し
て
い
る
。

　

交
通
安
全
指
導
に
つ
い
て
校
内

で
は
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
、

実
践
教
育
を
通
し
て
危
険
予
知
能

力
や
、
身
の
処
し
方
等
、
交
通
安

全
に
対
す
る
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

　

校
外
で
は
、
通
学
路
の
交
差
点

や
危
険
箇
所
で
交
通
安
全
指
導
を

し
、
交
通
安
全
週
間
に
は
、
町
交

通
安
全
協
会
指
導
員
に
よ
る
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

青
色
回
転
灯
装
着
車
に
つ

い
て①

通
称
青
パ
ト
に
よ
る
町
内
の
パ

ト
ロ
ー
ル
の
頻
度
を
伺
い
た
い
。

　

茂
原
法
人
会
長
柄
支
部
が
毎
月

町
内
一
周
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て

い
る
が
、
町
の
青
パ
ト
も
合
同
で

行
え
な
い
か
。

①
町
防
犯
組
合
で
は
現
在
、
パ
ト

ロ
ー
ル
は
毎
月
第
３
土
曜
日
の
夜

間
に
町
内
を
約
２
時
間
巡
回
し
て

い
る
。
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
よ

り
一
層
の
防
犯
効
果
が
期
待
で
き

る
と
思
う
の
で
、
今
後
関
係
者
と

相
談
し
た
い
。

既
存
商
工
業
の
振
興
に
つ

い
て①

町
長
は
地
域
商
工
業
の
発
展
の

た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策
支
援
を

し
た
か
、
ま
た
、
そ
の
効
果
を
伺

い
た
い
。

①「
長
柄
町
商
工
業
振
興
事
業
補

助
金
」
と
し
て
、
２
０
２
万
円
の

補
助
と
「
長
柄
町
中
小
企
業
設
備

改
善
資
金
利
子
補
給
金
事
業
補
助

金
」
と
し
て
、
３
６
０
万
円
を
予

算
措
置
し
、
町
内
商
工
業
の
維
持

と
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
、
全
国
的
に
も
人
口
の

減
少
や
事
業
者
の
高
齢
化
も
重
な

り
、
長
柄
町
商
工
会
へ
の
加
入
件

数
を
見
る
と
、
平
成
10
年
度
に
１

７
２
件
あ
っ
た
町
商
工
会
加
入
者

が
、
本
年
４
月
１
日
現
在
で
は
、

１
４
１
件
に
ま
で
減
少
し
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。

通
学
路
に
つ
い
て

①
通
学
路
の
危
険
箇
所
再
点
検
と

対
策
及
び
子
供
達
へ
の
交
通
安
全

指
導
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

①
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
点
検
と

対
策
に
つ
い
て
通
学
路
の
危
険
箇

所
の
点
検
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
県
の
協
力

を
得
て
通
学
路
の
安
全
マ
ッ
プ
を

町
の
人
口
対
策
に
つ
い
て

①
人
口
増
対
策
の
結
果
と
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

②
人
口
増
対
策
事
業
に
伴
う
町
営

住
宅
建
設
は
、
そ
の
後
ど
う
な
っ

た
か
。

①
②
人
口
増
を
念
頭
に
、
総
合
計

画
に
基
づ
い
て
総
合
的
に
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
き
た
。
こ
う
し
た

施
策
の
効
果
か
、
平
成
22
年
に
千

葉
県
下
で
２
位
の
合
計
特
殊
出
生

率
（
1
・
57
）
を
記
録
し
た
。

　

人
口
減
少
は
全
国
的
な
問
題
で

あ
る
。
そ
こ
で
昨
年
度
、
町
営
賃
貸

住
宅
建
設
の
た
め
予
算
計
上
し
た

が
、
事
業
実
施
に
問
題
点
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
い
っ
た
ん
取
り
下
げ
た
。

　

今
後
も
、
人
口
増
対
策
を
幅
広

く
検
討
し
た
い
。

合
計
特
殊
出
生
率
…

　

出
産
可
能
年
齢
（
15
〜
49

歳
）
の
女
性
に
限
定
し
、
年

齢
ご
と
の
出
生
率
を
足
し
合

わ
せ
一
人
の
女
性
が
生
涯
に

何
人
の
子
供
を
産
む
の
か
を

推
計
し
た
も
の
。（
平
成
22
年    

一
宮
町
1
・
71
、
千
葉
市
：

1
・
34
、
茂
原
市
：
1
・
28
）

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
創
設
に
つ
い
て

①
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
創
設
し
て
は
ど

う
か
。

①
本
年
度
、
作
成
に
向
け
検
討
し

た
い
。

通
学
時
に
お
け
る
児
童
・
生

徒
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

①
子
供
が
利
用
す
る
通
学
路
の
安

全
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
安
全
対
策
と
し
て
、
具
体
的
に

は
集
団
下
校
方
法
、
交
通
安
全
指

導
、
保
護
者
と
の
連
携
に
よ
る
交

通
安
全
、
月
に
１
度
交
通
安
全
強

調
日
の
校
内
指
導
等
を
定
め
実
践

し
て
い
る
。

　

環
境
整
備
は
保
護
者
や
関
係
機

関
の
協
力
を
得
て
、
通
学
路
の
危

険
個
所
の
除
草
、
枝
払
い
等
の
実

施
、
地
域
の
方
々
の
見
守
り
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
な
が
ら
温

泉
営
業
日
の
変
更
に
つ
い
て

①
月
曜
・
祝
日
は
定
休
日
だ
が
、

祝
日
を
営
業
日
に
し
て
頂
き
た

い
。

⑤
⑥
⑦
長
柄
町
防
災
の
日
、
避
難

所
へ
の
誘
導
看
板
、
及
び
災
害
時

の
各
種
協
定
は
、
防
災
計
画
の
見

直
し
と
、
そ
の
素
案
へ
の
意
見
を

踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

に
つ
い
て

①
今
回
導
入
さ
れ
た
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
補
助
金
を
利
用
し

た
家
庭
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

②
住
宅
用
以
外
の
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い

の
か
。

③
町
独
自
の
公
共
施
設
や
遊
休
地

に
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

の
考
え
は
な
い
の
か
。

④
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
検
討

し
て
い
る
企
業
で
、
補
助
金
等
の

問
合
せ
は
現
在
町
に
来
て
い
る
の

か
。

①
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
の
実
績
件

数
は
、
昨
年
度
１
件
、
今
年
度
10

件
の
計
11
件
で
あ
る
。

②
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
現
在
考
え

て
い
な
い
が
、
国
の
電
力
施
策
の

動
向
な
ど
を
見
守
り
た
い
。

③
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
公
共

施
設
や
遊
休
地
へ
の
導
入
は
、
今

後
の
社
会
的
課
題
と
し
て
研
究
し

た
い
。

④
現
在
、
太
陽
光
発
電
に
係
る
企

業
か
ら
の
補
助
金
の
照
会
は
な

い
。

策
を
し
て
い
る
の
か
。

③
防
災
教
育
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
か
。

④
避
難
所
に
ラ
ジ
オ
の
設
置
や
女

性
に
対
す
る
配
慮
等
が
さ
れ
て
い

る
か
。

⑤
長
柄
町
防
災
の
日
を
定
め
る
こ

と
を
提
案
す
る
。

⑥
夜
間
の
避
難
に
備
え
、
看
板
等

に
蛍
光
塗
料
等
の
使
用
を
検
討
で

き
な
い
か
。

⑦
町
独
自
の
災
害
時
の
物
資
の
協

力
供
給
者
と
生
活
物
資
の
供
給
の

更
な
る
拡
充
を
推
進
し
て
は
ど
う

か
。

①
可
能
な
範
囲
で
女
性
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
努
力
す
る
が
、
男
性

委
員
に
も
女
性
の
意
見
を
踏
ま
え

て
会
議
に
臨
む
よ
う
お
願
い
す

る
。

②
③
平
成
23
年
度
か
ら
下
校
時
避

難
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
平

成
24
年
３
月
１
日
に
下
校
時
の
大

震
災
発
生
を
想
定
し
た
現
地
訓
練

を
実
施
し
た
。

　

町
の
防
災
無
線
を
利
用
し
た
実

践
的
な
訓
練
を
行
っ
た
結
果
、
意

識
の
高
揚
と
行
動
力
を
養
え
た
。

県
下
で
も
初
め
て
の
訓
練
で
あ
っ

た
と
認
識
し
て
い
る
。

④
本
年
度
は
ラ
ジ
オ
の
設
置
や
女

性
へ
の
配
慮
を
考
え
、
配
備
す
る

予
定
で
あ
る
。

①
現
状
は
、
平
日
よ
り
も
土
曜
・

日
曜
の
利
用
者
が
多
く
、
祝
日
を

営
業
す
る
こ
と
に
よ
り
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
け
る
も
の
と

考
え
る
。

　

し
か
し
、
営
業
日
を
増
や
す
こ

と
に
よ
る
経
費
の
増
加
等
が
考
え

ら
れ
、
現
在
の
予
算
と
体
制
の
な

か
で
実
施
で
き
る
か
、「
福
祉
セ

ン
タ
ー
運
営
委
員
会
」
と
相
談
し

た
い
。

長
柄
町
町
民
バ
ス
の
運
行
の
拡

充
と
路
線
等
見
直
し
に
つ
い
て

①
日
曜
・
祝
日
も
運
行
し
て
頂
き

た
い
。
路
線
の
見
直
し
も
し
て
頂

き
た
い
。

①
土
曜
、
日
曜
、
及
び
祝
日
の
運

行
は
過
去
に
検
証
し
た
結
果
、
利

用
者
数
が
少
な
い
た
め
、
費
用
対

効
果
を
勘
案
し
、
運
行
し
て
い
な

い
。
路
線
は
現
在
、
こ
ど
も
園
の

送
迎
バ
ス
を
兼
ね
て
い
る
た
め
、

調
整
で
き
る
範
囲
は
お
の
ず
と
限

定
さ
れ
る
。
今
後
は
、
よ
り
利
便

性
が
高
く
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
検
討
し
た
い
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

①
地
域
防
災
計
画
見
直
し
の
意
思

決
定
の
場
に
女
性
の
登
用
を
考
え

て
い
な
い
か
。

②
子
供
の
登
下
校
中
に
災
害
が
起

き
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
避
難
対

【問い合わせ先】総務課議会班（議会事務局）　☎３５－２４３８
― お 気 軽 に ―

（次回定例会は９月13日㈭に予定しております。）
あなたも議会を傍聴しませんか
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行
財
政
に
つ
い
て

①
長
柄
町
に
お
け
る
過
去
数
年
間

の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
推

移
と
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

②
本
町
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は

96
・
７
だ
が
、
他
市
町
村
と
の
差

に
つ
い
て
、
考
え
を
伺
い
た
い

③
普
通
財
産
及
び
物
品
に
係
る
貸

付
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
、

一
般
土
地
の
単
価
設
定
に
つ
い
て
、

評
価
価
格
の
１
０
０
分
の
４
が
適

正
と
考
え
る
根
拠
は
何
か
。
ま
た
、

町
道
路
占
用
料
に
関
す
る
額
も
同

様
に
根
拠
を
伺
い
た
い
。
さ
ら
に
、

ロ
ン
グ
ウ
ッ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

の
41
年
間
と
い
う
土
地
貸
付
期
間

の
設
定
理
由
は
何
か
。

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

　
　（
基
礎
的
財
政
収
支
）
…

　

歳
入
総
額
か
ら
町
債
発
行

収
入
を
差
し
引
い
た
金
額
と
、

歳
出
総
額
か
ら
町
債
費
を
差

し
引
い
た
金
額
の
バ
ラ
ン
ス

を
い
う
。
財
政
の
健
全
性
を

示
す
指
標
の
こ
と
。

①
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、

厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
年
金
特
別
徴
収
か
、
口

座
振
替
の
選
択
制
が
導
入
さ
れ
た

が
、
介
護
保
険
料
に
は
、
同
様
の

省
令
が
な
い
た
め
、
選
択
制
を
導

入
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
全
国
市
長
会
が
厚
生
労

働
大
臣
に
対
し
、「
選
択
制
の
安

易
な
導
入
は
行
わ
な
い
」
と
の
申

入
れ
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
要

望
す
る
考
え
は
な
い
。

②
町
で
は
平
成
20
年
度
か
ら
、
ヘ

ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
を
開
催
し
て
い

る
た
め
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
セ
ン

タ
ー
の
利
用
と
会
費
に
対
し
て
助

成
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

し
か
し
、
運
動
が
医
療
費
の
適
正

化
や
介
護
予
防
の
た
め
に
重
要
な

課
題
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。

③
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
実
施
に
あ
た
っ
て
、
長
生

郡
市
医
師
会
と
の
協
議
が
必
要
と

な
る
た
め
、
郡
内
市
町
村
と
、
歩

調
を
あ
わ
せ
て
取
り
組
み
た
い
。

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
腸
炎
…

　

寒
い
季
節
に
多
く
、
２
歳

頃
ま
で
の
子
が
か
か
り
や
す

い
。
激
し
い
嘔
吐
と
下
痢
を

伴
う
乳
幼
児
の
代
表
的
な
腸

炎
の
こ
と
。

り
、
㈱
ア
ー
ル
エ
フ
と
契
約
を
締

結
し
た
。

　

借
地
期
間
が
、
長
柄
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
リ
ゾ
ー
ト
㈱
と
契
約
し
た
50

年
を
継
続
す
る
も
の
だ
っ
た
た

め
、
平
成
12
年
か
ら
21
年
ま
で
の

９
年
間
を
差
し
引
い
た
、
残
り
41

年
間
と
定
め
た
。

長
柄
町
農
業
基
本
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

①
長
柄
町
独
自
の
農
業
基
本
計
画

の
策
定
を
提
案
す
る
が
、ど
う
か
。

①
現
在
、
町
独
自
の
農
業
基
本
計

画
は
策
定
し
て
い
な
い
が
、
町
は

「
第
４
次
総
合
計
画
」
に
基
づ
く

「
前
期
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

各
種
農
業
振
興
施
策
を
推
進
し
て

い
る
。

福
祉
行
政
に
つ
い
て

①
国
に
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
納
入
方
法
を
同

様
に
す
る
制
度
の
見
直
し
を
要
望

し
た
い
。

②
運
動
で
疾
病
予
防
や
介
護
予
防

を
す
る
た
め
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
セ

ン
タ
ー
を
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
と
位
置
付
け
、
町
民
に
利
用

し
て
も
ら
う
た
め
年
会
費
の
補
助

制
度
を
提
案
す
る
が
、
ど
う
か
。

③
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
腸
炎
予
防
と
共

に
、
接
種
料
の
補
助
を
検
討
願
い

た
い
。

　

こ
の
数
字
は
い
ず
れ
も
黒
字
だ

が
、
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
景
気
低
迷
等
に
よ
り
、
厳
し

い
財
政
状
況
に
推
移
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

②
他
市
町
村
と
の
差
に
つ
い
て

は
、
お
の
お
の
個
別
の
事
情
が
あ

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
が
、
本

町
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
に
つ
い

て
は
、
概
ね
適
正
と
考
え
て
い

る
。

③「
普
通
財
産
及
び
物
品
に
係
る

貸
付
規
定
」
に
よ
り
、
普
通
財
産

の
土
地
貸
付
料
は
１
平
方
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
評
価
価
格
の
１
０
０
分

の
４
と
定
め
て
い
る
。

　

こ
の
設
定
は
、「
千
葉
県
公
有

財
産
管
理
規
則
」
の
普
通
財
産
貸

付
料
を
準
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
道
路
占
用
料
は
道
路
法

に
基
づ
き
、
長
柄
町
道
路
占
用
料

に
関
す
る
条
例
に
よ
り
定
め
て
い

る
。

　

㈱
教
育
シ
ス
テ
ム
へ
の
貸
付
期

間
の
設
定
理
由
は
、
平
成
12
年
に

長
柄
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
リ
ゾ
ー
ト
㈱

と
50
年
の
定
期
借
地
権
設
定
契
約

を
締
結
し
、
平
成
21
年
３
月
に
、

同
社
の
民
事
再
生
手
続
き
に
よ

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
…

　

各
地
方
公
共
団
体
の
一
般
行

政
職
の
平
均
給
与
額
を
、
職
員

の
学
歴
別
・
経
験
年
数
別
構
成

な
ど
が
国
と
同
一
で
あ
る
と
仮

定
し
、
国
家
公
務
員
の
平
均
給

与
額
を
１
０
０
と
し
て
算
出
し

た
数
字
の
こ
と
。

①
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
推

移
は
、

平
成
18
年
度　

２
億
９
千
万
円

平
成
19
年
度　

５
億
３
千
万
円

平
成
20
年
度　

５
億
１
千
万
円

平
成
21
年
度　

２
億
９
千
万
円

平
成
22
年
度　

６
億
１
千
万
円
と

推
移
し
て
い
る
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

①
長
柄
中
の
武
道
必
修
化
で
柔
道

を
選
択
し
た
経
過
を
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
安
全
性
の
確
保
対
策
の

議
論
と
そ
の
対
応
策
は
ど
う
か
。

①
学
習
指
導
要
領
改
訂
前
か
ら
検

討
を
重
ね
柔
道
を
選
択
し
た
。
選

択
の
具
体
的
な
理
由
は

⑴
多
く
の
学
校
で
柔
道
を
選
択
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
職
員
ど
う

し
の
人
事
交
流
で
指
導
技
術
の
向

上
を
図
れ
る
。

⑵
長
柄
中
の
保
健
体
育
の
教
師
は

柔
道
２
段
の
資
格
を
所
有
し
、
適

切
な
指
導
が
可
能
で
あ
る
。「
安

全
性
の
確
保
対
策
」
は
、
学
年
と

体
力
等
を
考
慮
し
て
段
階
的
な
指

導
計
画
を
作
成
す
る
。
ま
た
、
初

心
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
武
道
の

礼
法
に
重
き
を
お
い
た
指
導
を
す

る
。
怪
我
を
防
止
す
る
対
策
は

⑴
健
康
管
理
の
徹
底
を
す
る
。

⑵
畳
の
す
き
間
等
用
具
・
施
設
の

安
全
確
認
を
す
る
。

⑶
段
階
的
な
練
習
を
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
指
導
指
針
に
基
づ
き

安
全
性
を
図
る
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

①
町
道
３
０
０
４
号
線
と
町
道
３

０
３
３
号
線
が
交
差
す
る
高
山
交

差
点
は
こ
の
３
月
に
人
身
事
故
が

２
件
発
生
し
、
昨
年
の
12
月
に
町

道
３
０
０
４
号
線
の
大
型
貨
物
自

動
車
等
通
行
止
め
が
規
制
解
除
さ

れ
、
交
通
量
の
増
加
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
信
号
機
の
設
置
を
強

く
望
む
が
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

②
町
道
の
路
面
標
示
を
改
善
す
る

考
え
は
な
い
か
。

①
茂
原
警
察
署
及
び
千
葉
県
公
安

委
員
会
に
対
し
設
置
要
望
を
行
っ

て
き
た
が
、
実
現
に
至
っ
て
い
な

い
。

　

し
か
し
、
来
年
春
を
予
定
し
て

い
る
圏
央
道
の
開
通
な
ど
、
本
町

内
の
道
路
環
境
に
大
き
な
変
化
が

想
定
さ
れ
る
た
め
、
今
後
交
通
量

調
査
を
継
続
実
施
し
、
茂
原
警
察

署
と
協
議
を
進
め
た
い
。

②
道
路
維
持
の
点
か
ら
、
古
い
も

の
か
ら
順
次
に
修
繕
、
塗
り
直
し

を
実
施
し
て
い
る
。

　

修
繕
箇
所
も
年
々
増
加
し
て
い

る
が
、
今
後
も
安
全
に
支
障
の
な

い
よ
う
、
適
正
な
維
持
に
努
め

る
。

作
成
し
、
児
童
に
危
険
箇
所
の
周

知
を
行
い
、
危
険
の
回
避
を
指
導

し
て
い
る
。

　

交
通
安
全
指
導
に
つ
い
て
校
内

で
は
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
、

実
践
教
育
を
通
し
て
危
険
予
知
能

力
や
、
身
の
処
し
方
等
、
交
通
安

全
に
対
す
る
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

　

校
外
で
は
、
通
学
路
の
交
差
点

や
危
険
箇
所
で
交
通
安
全
指
導
を

し
、
交
通
安
全
週
間
に
は
、
町
交

通
安
全
協
会
指
導
員
に
よ
る
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

青
色
回
転
灯
装
着
車
に
つ

い
て①

通
称
青
パ
ト
に
よ
る
町
内
の
パ

ト
ロ
ー
ル
の
頻
度
を
伺
い
た
い
。

　

茂
原
法
人
会
長
柄
支
部
が
毎
月

町
内
一
周
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て

い
る
が
、
町
の
青
パ
ト
も
合
同
で

行
え
な
い
か
。

①
町
防
犯
組
合
で
は
現
在
、
パ
ト

ロ
ー
ル
は
毎
月
第
３
土
曜
日
の
夜

間
に
町
内
を
約
２
時
間
巡
回
し
て

い
る
。
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
よ

り
一
層
の
防
犯
効
果
が
期
待
で
き

る
と
思
う
の
で
、
今
後
関
係
者
と

相
談
し
た
い
。

既
存
商
工
業
の
振
興
に
つ

い
て①

町
長
は
地
域
商
工
業
の
発
展
の

た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策
支
援
を

し
た
か
、
ま
た
、
そ
の
効
果
を
伺

い
た
い
。

①「
長
柄
町
商
工
業
振
興
事
業
補

助
金
」
と
し
て
、
２
０
２
万
円
の

補
助
と
「
長
柄
町
中
小
企
業
設
備

改
善
資
金
利
子
補
給
金
事
業
補
助

金
」
と
し
て
、
３
６
０
万
円
を
予

算
措
置
し
、
町
内
商
工
業
の
維
持

と
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
、
全
国
的
に
も
人
口
の

減
少
や
事
業
者
の
高
齢
化
も
重
な

り
、
長
柄
町
商
工
会
へ
の
加
入
件

数
を
見
る
と
、
平
成
10
年
度
に
１

７
２
件
あ
っ
た
町
商
工
会
加
入
者

が
、
本
年
４
月
１
日
現
在
で
は
、

１
４
１
件
に
ま
で
減
少
し
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。

通
学
路
に
つ
い
て

①
通
学
路
の
危
険
箇
所
再
点
検
と

対
策
及
び
子
供
達
へ
の
交
通
安
全

指
導
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

①
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
点
検
と

対
策
に
つ
い
て
通
学
路
の
危
険
箇

所
の
点
検
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
県
の
協
力

を
得
て
通
学
路
の
安
全
マ
ッ
プ
を

町
の
人
口
対
策
に
つ
い
て

①
人
口
増
対
策
の
結
果
と
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

②
人
口
増
対
策
事
業
に
伴
う
町
営

住
宅
建
設
は
、
そ
の
後
ど
う
な
っ

た
か
。

①
②
人
口
増
を
念
頭
に
、
総
合
計

画
に
基
づ
い
て
総
合
的
に
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
き
た
。
こ
う
し
た

施
策
の
効
果
か
、
平
成
22
年
に
千

葉
県
下
で
２
位
の
合
計
特
殊
出
生

率
（
1
・
57
）
を
記
録
し
た
。

　

人
口
減
少
は
全
国
的
な
問
題
で

あ
る
。
そ
こ
で
昨
年
度
、
町
営
賃
貸

住
宅
建
設
の
た
め
予
算
計
上
し
た

が
、
事
業
実
施
に
問
題
点
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
い
っ
た
ん
取
り
下
げ
た
。

　

今
後
も
、
人
口
増
対
策
を
幅
広

く
検
討
し
た
い
。

合
計
特
殊
出
生
率
…

　

出
産
可
能
年
齢
（
15
〜
49

歳
）
の
女
性
に
限
定
し
、
年

齢
ご
と
の
出
生
率
を
足
し
合

わ
せ
一
人
の
女
性
が
生
涯
に

何
人
の
子
供
を
産
む
の
か
を

推
計
し
た
も
の
。（
平
成
22
年    

一
宮
町
1
・
71
、
千
葉
市
：

1
・
34
、
茂
原
市
：
1
・
28
）

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
創
設
に
つ
い
て

①
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
創
設
し
て
は
ど

う
か
。

①
本
年
度
、
作
成
に
向
け
検
討
し

た
い
。

通
学
時
に
お
け
る
児
童
・
生

徒
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

①
子
供
が
利
用
す
る
通
学
路
の
安

全
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
安
全
対
策
と
し
て
、
具
体
的
に

は
集
団
下
校
方
法
、
交
通
安
全
指

導
、
保
護
者
と
の
連
携
に
よ
る
交

通
安
全
、
月
に
１
度
交
通
安
全
強

調
日
の
校
内
指
導
等
を
定
め
実
践

し
て
い
る
。

　

環
境
整
備
は
保
護
者
や
関
係
機

関
の
協
力
を
得
て
、
通
学
路
の
危

険
個
所
の
除
草
、
枝
払
い
等
の
実

施
、
地
域
の
方
々
の
見
守
り
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
な
が
ら
温

泉
営
業
日
の
変
更
に
つ
い
て

①
月
曜
・
祝
日
は
定
休
日
だ
が
、

祝
日
を
営
業
日
に
し
て
頂
き
た

い
。

⑤
⑥
⑦
長
柄
町
防
災
の
日
、
避
難

所
へ
の
誘
導
看
板
、
及
び
災
害
時

の
各
種
協
定
は
、
防
災
計
画
の
見

直
し
と
、
そ
の
素
案
へ
の
意
見
を

踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

に
つ
い
て

①
今
回
導
入
さ
れ
た
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
補
助
金
を
利
用
し

た
家
庭
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

②
住
宅
用
以
外
の
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い

の
か
。

③
町
独
自
の
公
共
施
設
や
遊
休
地

に
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

の
考
え
は
な
い
の
か
。

④
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
検
討

し
て
い
る
企
業
で
、
補
助
金
等
の

問
合
せ
は
現
在
町
に
来
て
い
る
の

か
。

①
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
の
実
績
件

数
は
、
昨
年
度
１
件
、
今
年
度
10

件
の
計
11
件
で
あ
る
。

②
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
現
在
考
え

て
い
な
い
が
、
国
の
電
力
施
策
の

動
向
な
ど
を
見
守
り
た
い
。

③
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
公
共

施
設
や
遊
休
地
へ
の
導
入
は
、
今

後
の
社
会
的
課
題
と
し
て
研
究
し

た
い
。

④
現
在
、
太
陽
光
発
電
に
係
る
企

業
か
ら
の
補
助
金
の
照
会
は
な

い
。

策
を
し
て
い
る
の
か
。

③
防
災
教
育
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
か
。

④
避
難
所
に
ラ
ジ
オ
の
設
置
や
女

性
に
対
す
る
配
慮
等
が
さ
れ
て
い

る
か
。

⑤
長
柄
町
防
災
の
日
を
定
め
る
こ

と
を
提
案
す
る
。

⑥
夜
間
の
避
難
に
備
え
、
看
板
等

に
蛍
光
塗
料
等
の
使
用
を
検
討
で

き
な
い
か
。

⑦
町
独
自
の
災
害
時
の
物
資
の
協

力
供
給
者
と
生
活
物
資
の
供
給
の

更
な
る
拡
充
を
推
進
し
て
は
ど
う

か
。

①
可
能
な
範
囲
で
女
性
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
努
力
す
る
が
、
男
性

委
員
に
も
女
性
の
意
見
を
踏
ま
え

て
会
議
に
臨
む
よ
う
お
願
い
す

る
。

②
③
平
成
23
年
度
か
ら
下
校
時
避

難
訓
練
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
平

成
24
年
３
月
１
日
に
下
校
時
の
大

震
災
発
生
を
想
定
し
た
現
地
訓
練

を
実
施
し
た
。

　

町
の
防
災
無
線
を
利
用
し
た
実

践
的
な
訓
練
を
行
っ
た
結
果
、
意

識
の
高
揚
と
行
動
力
を
養
え
た
。

県
下
で
も
初
め
て
の
訓
練
で
あ
っ

た
と
認
識
し
て
い
る
。

④
本
年
度
は
ラ
ジ
オ
の
設
置
や
女

性
へ
の
配
慮
を
考
え
、
配
備
す
る

予
定
で
あ
る
。

①
現
状
は
、
平
日
よ
り
も
土
曜
・

日
曜
の
利
用
者
が
多
く
、
祝
日
を

営
業
す
る
こ
と
に
よ
り
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
け
る
も
の
と

考
え
る
。

　

し
か
し
、
営
業
日
を
増
や
す
こ

と
に
よ
る
経
費
の
増
加
等
が
考
え

ら
れ
、
現
在
の
予
算
と
体
制
の
な

か
で
実
施
で
き
る
か
、「
福
祉
セ

ン
タ
ー
運
営
委
員
会
」
と
相
談
し

た
い
。

長
柄
町
町
民
バ
ス
の
運
行
の
拡

充
と
路
線
等
見
直
し
に
つ
い
て

①
日
曜
・
祝
日
も
運
行
し
て
頂
き

た
い
。
路
線
の
見
直
し
も
し
て
頂

き
た
い
。

①
土
曜
、
日
曜
、
及
び
祝
日
の
運

行
は
過
去
に
検
証
し
た
結
果
、
利

用
者
数
が
少
な
い
た
め
、
費
用
対

効
果
を
勘
案
し
、
運
行
し
て
い
な

い
。
路
線
は
現
在
、
こ
ど
も
園
の

送
迎
バ
ス
を
兼
ね
て
い
る
た
め
、

調
整
で
き
る
範
囲
は
お
の
ず
と
限

定
さ
れ
る
。
今
後
は
、
よ
り
利
便

性
が
高
く
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
検
討
し
た
い
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

①
地
域
防
災
計
画
見
直
し
の
意
思

決
定
の
場
に
女
性
の
登
用
を
考
え

て
い
な
い
か
。

②
子
供
の
登
下
校
中
に
災
害
が
起

き
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
避
難
対

生涯学習事業として文化財探訪を計画しましたので、皆様の参加をお待ちしております。

１．開催日時　　10月４日（木）8：00～17：00
２．場　　所　　銚子市方面（銚子縮・犬吠埼灯台・銚子電鉄など）
３．参 加 費　　施設見学代・電車運賃など
４．募集人数　　30名
５．申込期限　　９月20日（木）（定員になり次第締め切ります。）
　※詳細については、申込者に通知いたします。

文化財探訪の参加者募集

　７月８日、町子ども会育成会連絡協議会主催による「房
総子どもかるた大会」が町公民館で開催され、町内から
７チームが参加し、どのチームも一生懸命に取り組んで
いました。大会運営は子ども会役員の皆さんや中学生ボ
ランティアの協力で円滑に進めることができました。優
勝は、青空子ども会のチームでした。

房総子どもかるた大会

　７月16日（海の日）に公民館で「こどもまつりが開催され、約300名の来場者で賑わいました。
　午前中は、ブラックシアター・紙芝居・射的・金魚すくい・ダーツなどで遊び、午後は、中学生が手伝いながら、
親子でペットボトルロケットを苦心して作りました。ロケットは、30～ 40mも遠くに飛ばす子どももいて驚か
されました。水を入れるとよく飛び、びしょびしょになりながらも楽しく遊びました。
　ボランティアの青少年相談員、読み聞かせ、中学生の皆様、ご協力いただきありがとうございました。

こどもまつり

ペットボトルロケット金魚すくい

申込・問い合わせ先　教育課生涯学習班（長柄町公民館）　☎35－3242
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平
成
24
年
６
月
末
の
茂
原
警
察

署
管
内
に
お
け
る
犯
罪
の
認
知
件

数
は
、9
1
7
件
で
し
た
。
こ
れ
は
、

前
年
同
期
に
比
べ
て
マ
イ
ナ
ス

2
0
7
件
（
マ
イ
ナ
ス
19
・
3
％
）

の
減
少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

昨
年
は
管
内
で
発
生
が
な
か
っ
た

「
ひ
っ
た
く
り
」
が
、
５
件
発
生
し

て
い
る
ほ
か
、「
自
動
販
売
機
荒
ら

し
」、「
事
務
所
荒
ら
し
」
や
「
倉

庫
荒
ら
し
」
が
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

警
察
で
は
、
発
生
地
域
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
い
ま
す
が
、

ひ
っ
た
く
り
に
遭
わ
な
い
た
め
に

は
、

 

・
バ
ッ
ク
は
た
す
き
に
か
け
カ
エ
ル

 

・
手
荷
物
は
歩
道
側
に
持
ち
カ
エ
ル

 

・
バ
イ
ク
の
音
に
は
振
り
カ
エ
ル

 

・
自
転
車
の
カ
ゴ
に
は
カ
バ
ー
を
つ

け
カ
エ
ル

を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
犯
罪
被
害
者
相
談
の
窓
口
〉

　

各
種
犯
罪
に
遭
い
お
困
り
の
方

の
た
め
に
、
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

○
相
談
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

☎
0
4
3

－

2
2
7

－

9
1
1
0

（
プ
ッ
シ
ュ
・
携
帯「
#
9
1
1
0
」）

○
女
性
被
害
1
1
0
番

☎
0
4
3

－

2
2
3

－

0
1
1
0

○
少
年
セ
ン
タ
ー
（
ヤ
ン
グ
・
テ

レ
ホ
ン
）

☎
0
1
2
0

－

7
8
3
4
9
7

○
女
性
相
談
所
（
電
車
内
に
お
け

る
痴
漢
な
ど
）

☎
0
1
2
0

－

0
4
8
2
2
4

tekkeisoudan@
police.pref.

chiba.jp

○
暴
力
団
相
談

☎
0
4
3

－

2
5
4

－

8
9
3
0

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

県
警
本
部
犯
罪
被
害
者
支
援
室

☎
0
4
3

－

2
0
1

－

0
1
1
0

（
代
表
）

茂
原
警
察
署

☎
22

－

0
1
1
0
（
代
表
）

管内の犯罪発生状況（１～６月）

＊ 罪種別は主なものを計上。詳細は、県警ホームページ http://www.police.pref.chiba.jp/ を参照して下さい。
＊（　）は前年同期比　　＊ 管内（長生郡市全域）

罪種別
認知件数 空 き 巣 忍 込 み 自動車盗 自転車盗 車上狙い そ の 他

管　内
茂原市
白子町
長柄町
長南町

917 (－207)
567 (－142)
86 (＋  20)
35 (－  20)
25 (－    3)

13 (－30)
8 (－18)
1 (－  2)
1 (－  3)
0 (     0)

18 (－32)
5 (－25)
1 (－  3)
0 (     0)
5 (＋  3)

21 (－22)
12 (－11)
1 (－  2)
0 (－  7)
0 (－  3)

100 (－25)
85 (－18)
1 (－  2)
0 (     0)
1 (＋  1)

125 (－56)
55 (－35)
11 (     0)
4 (     0)
1 (－  3)

640 (－42)
402 (－35)
71 (＋29)
30 (－10)
18 (－  1)

16種類 77,000本16種類 77,000本 白子チューリップ祭り白子チューリップ祭り白子チューリップ祭り
チューリップのオーナーになりませんか？

花の咲く明るく住みよいまちづくりにご協力していただけるオーナーを募集します
　遊休農地の活用、土に親しむ機会づくり、住民交流の場づくりを目的に始まった白子チューリップ広場づくり事業も、
みなさんのご理解とご協力により、今回で２０回目を迎えます。
　今年は１６種類の球根を用意しております。白子町役場東側の花の広場に、家族やお友だちと一緒に色とりどりの
チューリップ７７,０００本を咲かせてみませんか？

◇募 集 期 間 9 月 3日（月）から10月19日（金）
◇賛　助　金 １口　1,000円【60球（1色）・1区画1.8 ㎡】
 オーナーは、区画と球根を買い取り、植付けと除草などの管理を行っていただきます。
 祭り終了後は花の切り取りや球根の掘り取りが自由に楽しめます。
◇植え付け日 11 月 10日（土）・11日（日）
◇申　込　先 花の広場実行委員会事務局（白子町役場産業課内）　☎33-2115

10月 19日（金）までに申込用紙に記入の上、賛助金を添えてお申込みください。
なお、区画数（685口）がいっぱいになり次第募集を終了させていただきますのでご了承ください。
球根は、数に限りがありますので、ご希望に添えない場合はご容赦ください。

赤・白・黄・桃・紫の５色900球を使ってデザインをつくり、13㎡の区画に植え付けしていただきます。
来年の春にデザインのとおりに咲いてくれるかどうかも楽しみです。
祭りの最終日には、団体模様植えコンテストも行われます。

◇１口　１０,０００円（５色９００球）　区画数（２７口）　※申込用紙に記入の上、賛助金を添えてお申込みください。

団体オーナー（模様植えコンテスト）もあります！

犯
罪
の
発
生
状
況
に

つ
い
て

犯
罪
被
害
者
支
援
に

関
す
る
ご
案
内
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卵アレ
ルギー

の

お子さ
んにも

ＯＫ！ 〈作り方〉
①かぼちゃは皮付のまま７ｍｍ角
　に切る。
　チーズも７ｍｍ角に切る。
②ボウルにＡとぬるま湯でといだ
　スキムミルクを混ぜ①の具を加
　え混ぜる。
③②をカップに入れ、蒸気のあがる
　蒸し器に入れ、約10分ほど蒸す。

　６月19日長柄小学校で家庭教育学級が開催され、房総各地に伝
わる伝統の郷土食「太巻きずし」作りに、保護者15名が参加され
ました。太巻きずしの断面にバラが現れる「バラの花」と、子ども
が喜ぶ「くまさん」の２種類を巻きました。初めは、卵焼きに苦戦
していたお母さん達も巻き上がったおすしに感動し、他の人と出来
上がりを見比べたり、写真を撮るなど彩りを楽しむとともに美味し
く味わいました。これからも色々な郷土食を、若い人達に伝えてい
けたらと思います。　　　　　食生活改善推進員　大和久　富喜子

　最盛期の夏を迎え、陽射しは強く、体力の消耗も激しい時期です。暑い時期に旬を迎える野菜には、
私たちがこの時期を乗り切るための栄養素が豊富に含まれています。
　夏休み中のおやつに、お子さんと一緒に作ってみませんか？

＜かぼちゃに含まれる主な有効成分と効用＞
●かぼちゃは代表的な緑黄色野菜です。
　カロテン、ビタミンＢ群を多く含んでいます。カロテンはほうれん草に匹敵するほ
　ど含まれています。
●かぼちゃはカリウムを多く含みます。
　カリウムはナトリウム（塩分）を排泄する役割があり、高血圧に効果があります。
　また、長時間の運動による筋肉の痙攣などを防ぐ働きもあります。

「食」のワンポイント情報「食」のワンポイント情報 ～ か ぼ ちゃ～

１人分の栄養価  エネルギー135Kcal　たんぱく質3.8g　脂質4.9g　カルシウム72mg　塩分0.3g

かぼちゃ
チーズ
薄力粉
ベーキングパウダー
砂糖
溶かしバター
スキムミルク
ぬるま湯

・・・・・・・・・・・・50g
・・・・・・・・・・・・・40g
・・・・・・・・・・・・・60g

・・・・・3g
・・・・・・・・・・・・・・15g

・・・・・・・・10g
・・・・・・・・・10g

・・・・・・・・・・100ml

★材　料　４人分★

Ａ

ヘルスメイト通信
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(食生活改善推進員)

「見て楽しい、食べておいしい太巻きずし」
　　　　　　料理教室開催！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ヘルスメ

イト

　おすす
め料理！

旬の食材を使ったレシピ
　　　　～かぼちゃとチーズの蒸しパン～

問い合わせ先　住民課　健康福祉班　（長柄町食生活改善推進員会　事務局） ☎35－2414
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J
A
グ
ル
ー
プ
が
県
下
全
域
で

行
う
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
講

座
で
す
。

J
A
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級

養
成
研
修

《
10
月
14
日
開
講 

受
講
生

募
集
》

　

研
修
は
通
信
教
育
に
よ
る
講

義
と
実
技
演
習
・
実
習

　

講
義
・
実
技
演
習
は
土
・
日

曜
日
、
実
習
は
平
日
が
中
心

　

補
講
も
責
任
を
持
っ
て
対
応

　

資
格
所
得
後
の
就
業
も
ご
相

談
く
だ
さ
い

研
修
期
間

10
月
14
日
〜
平
成
25
年
２
月
17

日
〈
延
１
３
０
時
間
〉

〈
通
信
教
育
・
講
義
58
時
間
、

実
技
演
習
42
時
間
、
実
習
30
時

間
〉

会
場

千
葉
県
農
業
会
館
６
階
ホ
ー
ル

他
、
J
A
長
生
本
所
他

定
員

16
名
（
定
員
に
達
し
次
第
締
切

た
せ
て
頂
き
ま
す
）

受
講
料

７
２
，０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

及
び
講
義
・
添
削
指
導
、
実
習

費
、
消
費
税
含
む
）

※

健
康
診
断
料
（
４
，５
０
０
円

程
度
）
が
別
途
か
か
り
ま
す
。

申
込
受
付

平
日
９
時
〜
17
時

※

左
記
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

９
月
21
日
（
金
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

J
A
長
生
福
祉
セ
ン
タ
ー

茂
原
市
高
師
１
１
５
３

☎
20-

１
８
８
８

　

24-

５
１
１
７

千
葉
司
法
書
士
会
茂
原
支
部

無
料
法
律
相
談
会

主
催

千
葉
司
法
書
士
会
茂
原
支
部

相
談
内
容

◎
債
務
整
理
、
成
年
後
見
等
の

法
律
に
関
す
る
諸
問
題

◎
相
続
、
売
買
、
贈
与
等
の
登

記
に
関
す
る
諸
問
題

日
時

10
月
６
日
（
土
）

午
前
10
時
よ
り
午
後
３
時
ま
で

予
約
不
要

会
場

茂
原
市

茂
原
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

４
階
「
グ
ル
ー
プ
活
動
室
」

　

事
務
局
は
、
千
葉
司
法
書
士

会
茂
原
支
部　

渡
邉
事
務
所
で

す
。

問
い
合
わ
せ
先

☎
22-

０
８
４
１

（
月
〜
金　

午
前　

９
時
30
分

〜
午
後
12
時
30
分
）

（
月
〜
金　

午
後　

６
時
〜
午

後
７
時
）

な
が
い
き

フ
ァ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ

日
時

９
月
29
日
（
土
）
10
時
30
分
〜

15
時
（
荒
天
順
延
）

場
所　

茂
原
樟
陽
高
等
学
校

（
茂
原
市
上
林
２
８
３
）

　

乳
し
ぼ
り
体
験
、
バ
タ
ー
作

り
体
験
、
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
牧
場
、

牛
を
学
ぼ
う
！
な
ど
、
楽
し
い

企
画
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ア
イ

ス
や
畜
産
加
工
品
、
地
元
産
卵
、

農
産
物
等
の
展
示
販
売
を
行
う

ほ
か
、
地
元
酪
農
家
の
牛
た
ち

が
大
集
合
し
て
盛
り
上
げ
ま

す
！！
家
庭
菜
園
に
使
え
る
堆
肥

の
無
料
配
布
（
２
０
０
名
様
）

も
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
家

族
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

長
生
農
業
事
務
所
企
画
振
興
課

☎
22-

１
７
５
１

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
電
話
相
談

相
談
内
容

　

土
地
・
建
物
の
登
記
、
会
社

の
登
記
、
日
常
生
活
の
ト
ラ
ブ

ル
、
相
続
、
債
務
に
関
す
る
相

談
、
賃
貸
借
ト
ラ
ブ
ル
、
民
事

裁
判
手
続
き
等
に
つ
い
て

日
時

９
月
３
日
（
月
）
か
ら
毎
週
月

曜
日
及
び
水
曜
日
（
週
２
回
）

に
実
施
（
祝
日
・
年
末
年
始
を

除
く
）
午
後
２
時
〜
５
時

予
約
不
要

相
談
料　

無
料

相
談
方
法

電
話
相
談
（
相
談
電
話
：
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０-

９
７

１-

４
３
８
）

※

常
設
の
電
話
回
線
と
し
ま
す
。

　

電
話
料
金
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

千
葉
司
法
書
士
会　

事
務
局　

〒
２
６
１-

０
０
０
１

千
葉
市
美
浜
区
幸
町
２-

２-

１

☎
０
４
３-

２
４
６-

２
６
６
６

　

０
４
３-

２
４
７-

３
９
９
８

　

http://chiba.shihosho

　

shikai.or.jp

司
法
書
士
に
よ
る
高
齢
者
障

が
い
者
無
料
法
律
相
談
会

　

司
法
書
士
が
成
年
後
見
制
度

（
認
知
症
や
障
が
い
に
よ
っ
て

ご
自
身
で
財
産
管
理
が
難
し
く

な
っ
た
方
の
生
活
を
支
え
る
法

的
な
制
度
）
、
相
続
等
の
相
談

を
無
料
で
受
け
ま
す
。

日
時

９
月
18
日
（
火
）
13
時
〜
17
時

場
所

茂
原
市
役
所　

１
０
２
会
議
室

要
予
約

問
い
合
わ
せ
先

公
益
社
団
法
人
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
千

葉
県
支
部
（
森
）

☎
０
４
７
５-

53-

３
２
０
０

28℃

HP FAX

FAX

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ



カミカゼ
鉄のあけぼの 上下
どん底 部落差別自作自演事件
二重生活
花のさくら通り
ひなこまち
ロスジェネの逆襲
事件でござるぞ、太郎冠者
綾香
清須会議
マヤ文明

永瀬　隼介
黒木　亮
高山　文彦
小池　真理子
荻原　浩
畠中　恵
池井戸　潤
井上　尚登
黒野　伸一
三谷　幸喜
青山　和夫

ダース･ヴェイダーとルーク(4才) 
いのちの図鑑 ふしぎがいっぱい！
ノンタンいたいのとんでけ～☆
ぼうけんにいこうよ、ﾑｰﾐﾝﾄﾛｰﾙ
やまねこせんせいのなつやすみ
ﾏｼﾞｯｸ･ﾂﾘｰﾊｳｽ 32 ｱﾙﾌﾟｽの救助犬ﾊﾞﾘｰ
みんなのはなび
ドラキュラなんてなりたくない!! (わたしのママは魔女)
たなばたセブン

ジェフリー・ブラウン
室伏 きみ子
キヨノ サチコ
トーベ・ヤンソン
末崎 茂樹
ﾒｱﾘｰ･ﾎﾟｰﾌﾟ･ｵｼﾞﾎﾞｰﾝ
おくはら ゆめ
藤 真知子
もとした いづみ

自 衛 官 を 募 集自 衛 官 を 募 集問い合わせ先　教育課　生涯学習班（公民館）　☎35－3242

今関　なを さん
大正 14年 8月 12 日生（金谷）

　畑が大好きで少しでも時間があれば野
菜作りに勤しんでいるとのこと。好きな
食べ物は果物で特にメロンが好き。週に
１度、梅乃木荘で行われるお茶のみ会が
楽しみ。「健康で働けることに感謝し、
家族と毎日楽しく過ごしている。」とい
う今関さん。

加藤　和一 さん
大正 14年 8月 25 日生（金谷）

　元国鉄職員の加藤さん。若いころは、
ゴルフ・バレーボールなど体を動かすこ
とが趣味だったが、今はテレビ観戦が主
とのこと。何でも好き嫌いなく食べるが
特にいちじくが好き。健康の秘訣は、「腹
八分目で食べ過ぎないこと。」とのこと。

栗山　と志 さん

大正 14年８月 28 日生 ( 西山 )

　天気の良い日には、家庭菜園に行くこ
とが日課。趣味は折り紙で部屋に置く飾
りをよく作るという手先が器用な栗山さ
ん。好きなテレビ番組は、みのもんたの
朝ズバッ！と時代劇。健康の秘訣は、「体
を動かすこと。」とのこと。

●広報「ながら」の発行月に米寿（数え 88 歳）を迎えられる方々を紹介します。今後、米寿を迎えられる方のお宅にお伺いさせてい
ただきますので、ご協力をお願いします。

祝　米寿　おめでとうございます
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問い合わせ先　総務課　総務企画班　35－2111

防衛省自衛隊では、次のとおり自衛官（学生）を募集しています。

※応募資格年齢は、平成25年4月1日現在　※詳しくは自衛隊茂原地域事務所までお問い合わせください。

自衛隊　茂原地域事務所（千葉地方協力本部）　☎25－０４５２ 茂原市町保３－２１７　シティビル２階

募集種目　　　応募資格　    受付期間　　 試験期日（期間）　　　合格発表等　　入（着校）隊   待遇・その他

防衛大学校
学生

推薦

総合
選抜

一般
（前期）

一般
（後期）

防衛医科
大学校学生

看護学生
(看護師)

9月3日～
　　9月5日

高卒(見込含)21歳
未満(高等学校長の
推薦等が必要です)

高卒(見込含) 21歳
未満

高卒(見込含) 21歳
未満

高卒(見込含) 24歳
未満

9月3日～
　　9月5日

9月3日～
 　10月1日

9月3日～
 　10月1日

25年1月23日
～25年2月1日

9月29日・30日

1次試験：9月29日
2次試験：10月20・21日

1次試験：11月10日・11日
2次試験：12月11日～15日

1次試験：25年3月2日
2次試験：25年3月15日

1次試験：10月27日・28日
2次試験：12月5日～7日

1次試験：10月20日
2次試験：11月17日・18日

11月8日

1次：10月12日
最終：11月8日

1次：11月30日
最終：25年1月22日
1次：3月8日
最終合格発表：
　　　25年3月22日
1次試験：11月27日
最終合格発表：
　　　25年2月8日
1次試験：11月2日
最終合格発表：
　　　25年1月9日

平成25年
4月上旬

25年
4月上旬
25年3月
下旬から
4月上旬

修業年限4年
卒業後1年で
3等陸・海・空
尉

修業年限3年
看護師免許取
得後2等陸曹

修業年限6年
医師免許取得後
2等陸・海・空尉

自
衛
官
を
募
集

自
衛
官
を
募
集

自
衛
官
を
募
集



22
NAGARA

スティック
シュガー
6g×25本

『ペットボトル症候群』
～甘い清涼飲料水の飲み過ぎに注意～
『ペットボトル症候群』
～甘い清涼飲料水の飲み過ぎに注意～
『ペットボトル症候群』
～甘い清涼飲料水の飲み過ぎに注意～
　冷たい飲み物がおいしい季節です。汗をかいた分、水分を補給することは大事ですが、飲む「もの」に注
意する必要があります。今はペットボトルで飲み物を手軽に持ち歩けるようになりましたが、みなさんはど
んなものを飲んでいますか？
　炭酸飲料水や缶コーヒーなどには糖分（砂糖やブドウ糖、果糖など）が約10％含まれていて、スポーツ
飲料水にも約５～６％含まれています。

　甘い清涼飲料水など、糖分が多く含まれるものを大量に飲み続けると、高血糖状態となり、だるい・喉が
渇く・全身の倦怠感などの症状が現れ、さらに進むと意識がもうろうとしてくる状態のことを「ペットボト
ル症候群」といいます。
　ペットボトル症候群は、甘い清涼飲料水を飲み過ぎて高血糖になり、血糖値が高くなったため、喉が渇い
てまた甘い清涼飲料水を飲むという悪循環を繰り返し、著しい高血糖になったことによりおこります。そし
て、自動販売機やコンビニエンスストアの増加により、甘い清涼飲料水が手軽に買えるためペットボトル症
候群が増加し、糖尿病に移行するケースが多くなっています。
　ペットボトル症候群を予防するためには、暑い時期の水分補給は水やお茶、麦茶など糖分が入っていない
ものを選ぶようにしましょう。

管理栄養士　常泉　好美

　町県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税及び介護保険料・
後期高齢者医療保険料の納付は、口座振替が便利です。
　この制度を利用すると、左記の金融機関の預貯金口座から振替によって
納税することができますので、手数が少なくて済み、大変便利です。
　新たに口座振替を希望される場合は、預貯金先金融機関または役場総務
課 税務班に「口座振替依頼書」を提出してください。
　「口座振替依頼書」は、役場総務課 税務班、長生農協の町内各支所、町
内のゆうちょ銀行（郵便局）に備え付けてあります。長柄町ホームページ
からもダウンロードできます。（ダウンロード様式での申し込みは、ホーム
ページ内の注意事項をご覧ください。）
　納税義務者ごとに申し込みが必要になりますのでご注意ください。

利用できる金融機関

・長生農協
・千葉銀行
・千葉興業銀行
・京葉銀行
・みずほ銀行
・りそな銀行
・房総信用組合
・市原市農協
・ゆうちょ銀行

納付期限は、8月31日（金）です。納め忘れのないようご注意ください。
※口座振替申し込みの方は、納付期限の前日までに口座の残高確認をお願いします。

・町県民税　第２期　　・国民健康保険税　第２期
・後期高齢者医療保険料　第２期

　例えば、１.５ℓのペットボトルの炭酸飲料水には、
６ｇのスティックシュガーが25本分入っていることに
なります。
（１日分砂糖の目安量はスティクシュガー３本）

問い合わせ先　住民課　健康福祉班 ☎35－2414
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『
心
に
張
り
を
』

　

私
と
同
世
代
の
方
々
か
ら
『
コ

ラ
ム
を
読
ん
で
る
よ
！
』『
楽
し
み

に
し
て
い
る
よ
！
』
と
声
を
掛
け

て
頂
き
ま
す
。
又
は
、
次
の
コ
ラ

ム
へ
繋
が
る
よ
う
な
、
厳
し
い
お

言
葉
を
頂
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

関
心
を
持
っ
て
読
ん
で
下
さ
っ
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授
で
、

数
学
者
の
藤
原
正
彦
さ
ん
が
次
の

よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

『
年
を
と
っ
て
か
ら
は
、
気
持

ち
を
溌
剌
と
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
。

ス
ポ
ー
ツ
で
も
旅
行
で
も
小
説
を

書
く
こ
と
で
も
、
何
で
も
い
い
。

そ
う
し
な
い
と
、
心
が
老
け
込
ん

で
し
ま
う
』
と
。　
　
　
　
　
　

　

ま
た
、
あ
る
人
は
『
年
を
取
っ

て
来
る
と
、
他
人
は
な
か
な
か
声

を
掛
け
て
く
れ
な
い
。
そ
こ
で
あ

ら
ゆ
る
ド
ア
ー
を
積
極
的
に
ノ
ッ

ク
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
』
と
。

　

私
も
、
正
し
く
そ
の
通
り
だ
と

思
う
年
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。　

　

同
世
代
の
何
人
か
の
生
活
の
様

子
を
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　

　

先
ず
私
の
場
合
は
、
仕
事
柄
、

挨
拶
や
コ
ラ
ム
な
ど
で
、
自
分
の

『
考
え
』
や
『
思
い
』
を
伝
え
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
う
い
う
チ

ャ
ン
ス
を
頂
い
て
い
る
こ
と
に
心

か
ら
感
謝
を
し
て
お
り
ま
す
。　

　

先
輩
に
ゴ
ル
フ
仲
間
が
い
ま
す
。

会
う
度
に
「
こ
う
や
っ
て
ゴ
ル
フ

を
や
れ
る
か
ら
元
気
で
い
ら
れ
る

ん
だ
よ
ね
！
」「
そ
の
通
り
だ
よ
！

た
ま
に
は
誘
っ
て
よ
！
」
と
冗
談

を
言
い
合
っ
て
い
ま
す
。　
　
　

　

毎
朝
、
小
学
校
の
校
門
で
登
校

指
導
を
し
て
い
る
仲
間
も
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
の
近
所
に
、
定
年
退

職
し
た
後
、
農
業
に
精
を
出
し
て

い
る
方
も
お
り
ま
す
。
『
俺
さ
！
、

百
姓
が
性
に
合
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て
る
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！
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と

日
焼
け
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た
顔
で
、
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き
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と

話
し
て
く
れ
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す
。　
　
　
　
　

　

俳
句
や
写
真
撮
影
な
ど
、
趣
味

を
堪
能
し
て
い
る
方
々
も
い
ま
す
。

動
け
た
り
、
考
え
た
り
出
来
る
喜

び
を
噛
み
締
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

一
方
、
親
や
伴
侶
の
介
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、
更

に
は
孫
の
子
守
で
、
自
分
の
思
い

通
り
の
時
間
が
取
れ
な
い
方
も
、

沢
山
お
見
受
け
し
ま
す
。　
　
　

　

私
達
世
代
に
な
り
ま
す
と
、
環

境
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
来
ま
す
が
、

や
が
て
誰
に
も
必
ず
や
っ
て
来
る

道
ま
で
、『
私
に
は
ま
だ
や
り
た
い

こ
と
が
あ
る
』
と
い
う
目
標
や
、

『
人
と
の
関
わ
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』
を
積
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的
に

持
ち
、『
心
に
張
り
を
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っ
て
生

き
た
い
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の
で
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前
田
や
え

雲
の
峰
光
一
筋
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け
り

物
静
蜩
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の
声
淋
し
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時
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友
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の
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古
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ず
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史
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取
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鉢
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七
月
の
句
会
か
ら

名　称

総務課

住民課

電話番号
総務企画班（選挙管理委員会）
財政管財班
税務班
議会班（議会事務局）
保険住民班
地域包括支援センター
健康福祉班
ながらこども園

35－2111
35－2110
35－2112
35－2438
35－2113
30－6000
35－2414
35－3102

名　称

事業課

教育課

福祉センター
都市農村交流センター

電話番号
産業振興班（農業委員会）
地域整備班
学校教育班
学校給食センター
生涯学習班・公民館

35－4447
35－2114
35－2437
35－2003
35－3242
30－7200
35－0055

8月20日（月）、 27日（月）、 9月3日（月）、 10日（月）、 18日（火）
8月20日（月）、 27日（月）、 9月3日（月）、 10日（月）、 17日（月）、 22日（土）
8月無休、 9月6日（木）、 13日（木）、 20日（木）

各公共施設の休館日
町 公 民 館
町 福 祉 セ ン タ ー
都市農村交流センター
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NAGARA

【　町　】
心配ごと相談 福祉センター

人権相談 〃

〃
●いじめ　●扶養相続等の家庭問題　●いやがらせ等の悩みごとに関する相談です。

●行政に関する苦情・相談です。

10：00～15：008/20㈪・9/ 3㈪・10㈪・20㈭
8/20㈪・9/ 10㈪・20㈭

35-0260
10：00～15：00

9/ 10㈪ 10：00～15：00行政相談

※心配ごと相談・人権相談・行政相談については、相談日に限り電話でのご相談も受付しています。

子どもの虐待などの相談 35-2414

さくらの郷　8/24㈮・30㈭・９/ 1㈯・13㈭ 14：00～15：30
22-0110

移動交番 茂原警察署地域課

児童福祉法が改正されて相談先が広がりました。
児童相談所や福祉事務所に加え、身近な市町村の窓口が子どもに関する
あらゆる相談や虐待の疑いなどの連絡もお受けいたします。

住民課
健康福祉班

22-5167地域保健福祉課

22-5565専用電話

【長生健康福祉センター　:　茂原市茂原1102-1　長生合同庁舎内】

※該当日が祝日・振替休日の場合は実施しません。※詳細については電話でお問い合わせください。

診療時間は9：00～17：00までです。日曜・休日当番医案内

月 /日
茂 原 地 区

内　科　系 外　科　系

●診療科目：内科・小児科　診療時間：20：00～23：00まで
　茂原市八千代1-5-4（消防署裏）24-1010
●夜間急病診療テレフォン案内　19：00～翌6：00　24-1011

こ ど も 急 病
電 話 相 談

長生郡市夜間急病診療所案内

日曜・休日当番医は、変更となる場合があります。消防本部通信指令課（24-0119）へお問い合わせください。

　夜間、お子さんの具合が急
に悪くなったときに、看護師
や小児科医が電話でお子さん
の症状を伺い、すぐに医療機
関で受診した方が良いか、家
で様子をみても大丈夫かなど
をアドバイスします。

相談時間　毎日夜間

　19：00～22：00まで

電話番号　♯8000

（プッシュ回線・携帯電話）
043-242-9939
（ダイヤル回線・♯8000を
　ご利用いただけない場合）

吉 田 医 院

鈴 木 医 院

東 部 台 医 院

粒 良 医 院

山 之 内 病 院

宮 本 内 科 医 院

（34）3045

（22）2630

（22）2455

（25）8580

（25）1131

（22）3770

（25）1171

（34）2121

（24）2171

（25）1811

（34）5091

（24）8686

菅 原 病 院

公 立 長 生 病 院

宍 倉 病 院

君 塚 病 院

本 納 整 形 外 科

鎗 田 整 形 外 科 医 院

８/19

８/26

９/  2

９/  9

９/16

９/17

療育相談・未熟児等健康相談

子どもの発達相談

不妊相談

こころの健康相談

臨床心理士による
こころの健康相談

精神障害者社会復帰事業
（デイケアクラブ）

エイズ相談・HIV等抗体検査

性感染症検査

肝炎ウイルス検査

骨髄バンクドナー登録受付

腸内細菌検査

家庭児童相談

母子自立支援

DV相談

奇数月　第１水曜日（原則）

第４金曜日（原則）

奇数月　第３金曜日

毎月　第２・４月曜日（精神保健福祉相談）
　　　第３火曜日（老人精神保健福祉相談）

毎月　第１・３木曜日

毎月　第２・４木曜日

第１・３火曜日（エイズ検査のみ即日判定可能）
偶数月　第３火曜日

毎月　第１・３火曜日

毎月　第１・３火曜日

毎月　第１火曜日

第１・２・３・４火曜日（３/19除く）

月曜日～金曜日

月曜日～金曜日

来所相談：火曜日（予約制） 電話相談：月曜日～金曜日

13：00～13：30（予約制）

13：00～17：00（予約制）

14：30～16：00（予約制）

14：00～16：00（予約制）
14：00～15：00（予約制）
10：00～12：00
13：00～14：00（予約制）

10：00～14：00（登録制）

13：00～14：00
17：30～19：00

13：00～14：00

13：00～14：00

10：00（予約制）

  9：00～11：00

  9：00～17：00

  9：00～17：00

  9：00～17：00

長柄
小学校児童が 各 種 相 談 日 程

・


